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（　）内は前月との比較

（₂₀₁₈. ２. １現在）の動き

人口増減の内訳

ぼくたち、 わたしたちも選びます

２年 後 に 迫 っ た 東 京 2020 オ リ ン
ピ ッ ク・ パ ラ リ ン ピ ッ ク。 大 会 を

盛り上げるマスコットは３組の候補の中
から全国の小学生の投票によって決定し
ます。市内の各小学校もこの投票に参加。
　２月５日、中央小学校４年２組では、オリンピッ
ク・パラリンピックの理念や、候補作品のコンセプト、マスコットの役割など
を学び、どの候補がよいか意見を発表し、マスコットを選んでいました。
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　平成30年１月28日執行の本庄市
長選挙及び本庄市議会議員一般選
挙が１月21日告示され、市長選挙
は、吉田信解氏が無投票により４
選が決まりました。
　市議会議員一般選挙は、28人が
立候補し、１月28日に投開票が行
われ、新人５人を含む21人の市議
会議員が決定しました。

　農業委員会の新制度移行に伴い、新たに農業委員19
名が市長から任命され、農地利用最適化推進委員25名
が農業委員会から委嘱されました。
　担い手への農地利用の集積・集約化に関する業務を
はじめとした農地等の利用の最適化をさらに進めてま
いります。農地や農業に関するご相談がありました
ら、お気軽にお電話ください。

　今回の臨時会は、任期満了に伴って１月28日
に執行された本庄市議会議員一般選挙後、最初
の議会として２月15日に開催されました。
　臨時会では、はじめに正副議長が選挙により
選出され、つづいて、常任委員会委員及び議会
運営委員会委員の選任、本庄市が加入する一部
事務組合議会議員の選挙などが行われました。
また、市長が提出した「本庄市固定資産評価審
査委員会委員の選任につき同意を求めることに
ついて」など４議案の審議が行われ、原案のと
おり同意され、閉会しました。

　正副議長選挙により、議長に田中 輝好 氏、副
議長に清水 静子 氏がそれぞれ選出されました。

本庄市議会議員一般選挙開票結果
当落 候補者氏名 得票数 当落 候補者氏名 得票数
当 こぐれ ちえ子 2,173 当 門倉 道雄 937

当 高橋 かずみ 2,007 当 小林 たけし 934

当 山田 やすひろ 1,824 当 岩崎 のぶひろ 923

当 清水 しずこ 1,733 当 やのま ただし 869

当 柿沼 あや子 1,665.322 当 ともえ たかし 814

当 山口 ゆたか 1,494.812 当 うるた 平一郎 814

当 早野 きよし 1,310 当 うちだ えいすけ 783

当 広瀬 伸一 1,297 おがの 健司 742　　

当 冨田 まさとし 1,180 山口 かおる 631.187

当 柿沼 みつお 1,150.676 金子 きみ子 553

当 堀口 いよこ 1,112 松島 ぜんじゅ 471

当 田中 てるよし 1,048 谷田 裕之 455

当 町田 みつ子 1,033 かわさき 智 387

当 林 とみじ 949 波賀野 悠太 307

投票結果
当日有
権者数 投票者数 投票率

男 32,125 14,574 45.37%

女 32,562 15,550 47.76%

計 64,687 30,124 46.57%

※小数点以下は按分票

※候補者氏名は届出によります。

※ネウボラとは、妊娠・出産・子育てに関する切れ目のない支援のことで、フィンランド語で「アドバイスの場」

の意味です。

選挙

議会

農業

市長選挙及び市議会議員一般選挙の結果

平成₃₀年 市議会第１回臨時会が開催されました

農業委員・農地利用最適化推進委員が決まりました

★選挙管理委員会事務局☎㉕１１８７

★議会事務局☎㉕１１４８

★農業委員会事務局☎㉕１１７９

■農業委員
任期　２月10日～平成33年２月９日

担当
地区 氏名 電話

本庄 細野 俊文 0495-21-5207
藤田 小川 忠 090-2249-9359
藤田 前原 喜夫 0495-22-2886
仁手 茂木 伸夫 0495-21-5585
仁手 坂上 佳久 090-1616-4767
旭 塩原 葊一 0495-24-0418
旭 茂木 悟 090-4617-9266

北泉 立石 勝義 0495-21-3277
北泉 浅見 精治 0495-21-6846
北泉 鈴木 広子 0495-21-6762
児玉 宮部 延一 0495-72-0214
児玉 永尾 路子 0495-72-0047
金屋 田端 講一 090-2721-5029
金屋 清水 茂則 090-4942-9553
金屋 吉田 功 0495-72-3117
秋平 福田 光男 0495-72-3777
本泉 坂本 靜枝 0495-78-0306
共和 坂爪 裕 090-2722-2574
共和 池田 稔 0495-72-1146

■農地利用最適化推進委員
任期　２月26日～平成33年２月９日

担当
地区 氏名 電話

本庄 細野 林之助 0495-24-1394
本庄 吉岡 昭 090-2674-9541
藤田 内田 徳晃 0495-22-2936
藤田 齊藤 好幸 080-5193-8273
藤田 久米 正夫 090-2635-9236
仁手 福島 一 0495-21-0739
仁手 八木 弘 090-2454-0142
旭 戸塚 毅 0495-21-4393
旭 亀田 伸一郎 0495-22-2089

北泉 飯島 和憲 0495-21-5182
北泉 鯨井 雅吏 090-6105-0285
北泉 笠原 正一 090-2214-4573
児玉 田島 勇扇 0495-72-2568
児玉 武政 恒雄 0495-72-2587
金屋 倉林 永次 0495-72-1228
金屋 奥原 定雄 0495-72-1538
金屋 鈴木 良美 0495-72-1525
秋平 清水 文夫 0495-72-2385
秋平 福島 清次 090-4744-0866
秋平 間正 始 0495-72-3241
本泉 倉林 正 0495-78-0868
本泉 木村 文子 0495-72-3739
共和 黒沢 豊 090-9365-3073
共和 新井 明夫 0495-72-5218
共和 斉藤 勇 0495-72-1798

副議長
清水 静子 氏

議長
田中 輝好 氏

　
こ
の
た
び
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
持
を
い
た

だ
き
、
四
期
目
の
市
政
を
担
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま

か
ら
い
た
だ
い
た
信
頼
、
期
待

に
し
っ
か
り
と
応
え
る
べ
く
、

全
力
で
市
政
進
展
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
庄
市
の
み
な
ら
ず
、
全
国

的
に
人
口
減
少
と
超
高
齢
化
が

進
行
す
る
な
か
、
社
会
保
障
費

の
増
大
や
社
会
全
体
の
活
力
の

低
下
な
ど
、
私
た
ち
は
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま

す
。
私
自
身
、
こ
の
よ
う
な
課

題
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、

社
会
を
よ
り
良
き
方
向
に
進
め

る
べ
く
、
強
い
危
機
感
と
使
命

感
を
持
っ
て
臨
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

今
回
、
四
期
目
の
市
政
の

テ
ー
マ
を
「
支
え
合
い
、
新
た

に
挑
む
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
、

こ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
「
10
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
題
し
て
公
約

を
掲
げ
ま
し
た
。
公
約
に
つ
い

て
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
こ
で
は

テ
ー
マ
に
掲
げ
た
二
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
つ
い
て
私
の
考
え
を

お
伝
え
し
ま
す
。

　
第
一
に
、「
支
え
合
い
」
で
す
。

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
地

域
社
会
を
築
く
た
め
に
は
、
少

子
化
対
策
に
真
正
面
か
ら
取
り

組
み
、
子
育
て
世
代
を
確
実
に

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。
同
時
に
、
超
高
齢
化
社

会
を
迎
え
る
中
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
、
例
え
ば

認
知
症
に
な
っ
て
も
暮
ら
し
や

す
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
地
域
社
会
の

支
え
合
い
が
と
て
も
大
切
で
す
。

本
庄
版
「
ネ※

ウ
ボ
ラ
」
や
地
域

福
祉
の
推
進
、
在
宅
介
護
・
看

護
の
充
実
な
ど
、
み
ん
な
で
支

え
合
う
社
会
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

第
二
に
、「
新
た
に
挑
む
」

こ
と
で
す
。
支
え
合
い
は
大
切

で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
終
わ
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
未
来
を
見

据
え
て
新
し
い
事
に
挑
戦
す
る

意
欲
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
精
神

が
な
け
れ
ば
、
次
代
へ
の
明
る

い
展
望
は
切
り
拓
け
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
市
政
の
成
果
は

少
し
ず
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ

ろ
で
現
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

人
口
動
態
を
見
て
も
、
転
入
者

が
転
出
者
を
上
回
る
社
会
増
の

現
象
が
こ
こ
２
年
ほ
ど
続
い
て

お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
追
い
風

に
帆
を
上
げ
、
産
業
振
興
、
ま

ち
な
か
再
生
、
観
光
の
推
進
等

に
よ
り
更
な
る
人
口
の
定
住
化

と
、
交
流
人
口
の
増
大
を
図
り
、

本
庄
市
に
磨
き
を
か
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　
今
後
と
も
私
は
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
を
踏
ま
え
市
政
の
更
な

る
飛
躍
を
達
成
す
べ
く
、「
信

頼
・
公
正
・
実
行
力
」
を
信
条

に
、
魂
を
込
め
て
職
員
そ
し
て

市
民
の
皆
さ
ま
と
、
共
に
支
え

合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

就
任
に
あ
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

本
庄
市
長
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昨年12月22日、本庄市手話言語条例が成立。本庄市児玉郡広域聴覚障害者福
祉協会等のメンバーが市役所市民ホールに集まり記念撮影を行った。親指・
人差し指・小指を立てたポーズは､｢I Love You｣を表す世界共通のポーズ。

手話で広がる世界

本庄市手話言語条例（前文）
　手話は、音声による言語とは異なり、手指、
体の動きや表情により視覚的に表現する言語
です。ろう者は、意思や感情を伝えるコミュ
ニケーションの手段として、知識や情報を蓄
え、社会生活を営むために手話を大切に育ん
できました。
　しかし、これまで手話を使用しやすい環境
が整えられてこなかったことから、ろう者は、
意思の疎通や情報の取得などで、不便や不安
を感じながら生活をしてきました。
　こうした中で、埼玉県のろうあ団体の創立
者の一人である、本庄市出身の画家持田徹を
はじめとする多くの先人達が手話の地位の確
立のために労苦をいとわない活動を続けた結
果、障害者基本法において手話は言語である
と明記され、手話への理解の広がりと深まり
が求められています。
　これを受け、手話は言語であるとの認識の
下、手話への理解を深め、障害のある人もな
い人もお互いの人格と個性を尊重して、安心
して暮らすことのできる社会を目指して、こ
の条例を制定するものです。

手
話
言
語
条
例
の
整
備
が

全
国
で
進
む

　
平
成
23
年
７
月
29
日
に
改
正

障
害
者
基
本
法
案
が
参
議
院
で

可
決
さ
れ
、
法
の
中
で
「
全
て

障
害
者
は
、
可
能
な
限
り
、
言

語
（
手
話
を
含
む
。）
そ
の
他

の
意
思
疎
通
の
た
め
の
手
段
に

つ
い
て
の
選
択
の
機
会
が
確
保

さ
れ
る
と
と
も
に
、
情
報
の
取

得
又
は
利
用
の
た
め
の
手
段
に

つ
い
て
の
選
択
の
機
会
の
拡
大

が
図
ら
れ
る
こ
と
」
と
さ
れ
、

初
め
て「
手
話
が
言
語
で
あ
る
」

こ
と
が
法
的
に
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、
鳥

取
県
が
全
国
の
自
治
体
で
初
め

て
手
話
言
語
条
例
を
制
定
。
２

月
20
日
現
在
、
全
国
で
１
２
８

の
自
治
体
、
埼
玉
県
内
で
も
、

県
を
含
む
14
の
自
治
体
で
手
話

言
語
条
例
が
制
定
さ
れ
、
ろ
う

者
の
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
よ
う
と
い
う
機
運
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
本
庄
市
手

話
言
語
条
例
が
施
行

　
そ
し
て
、
平
成
29
年
12
月
22

日
、
本
庄
市
議
会
に
て
、「
手

話
は
言
語
で
あ
る
と
の
認
識
に

基
づ
き
、
意
思
の
疎
通
が
円
滑

に
進
め
ら
れ
る
環
境
を
築
く
」

こ
と
を
基
本
理
念
に
、
市
の
責

務
と
、
市
民
と
事
業
者
の
役
割

を
定
め
た
本
庄
市
手
話
言
語
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
本
市
の
条
例
の
礎
に
は
、
本

庄
市
出
身
で
、
埼
玉
県
ろ
う
者

協
会
初
代
理
事
長
の
持
田 

徹 

氏
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。
手
話

言
語
条
例
の
前
文
で
は
、
ろ
う

者
へ
の
職
業
訓
練
な
ど
の
障
害

者
福
祉
に
尽
力
さ
れ
た
持
田
氏

を
は
じ
め
、
先
人
達
の
こ
れ
ま

で
の
努
力
に
も
触
れ
て
い
ま
す
。

ろ
う
者
の
社
会
進
出
の
た
め
に

奔
走
し
た
持
田
氏
の
出
身
地
と

し
て
、
ま
た
、
多
く
の
方
々
の

手
話
へ
の
想
い
を
受
け
、
条
例

が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

日
本
の
手
話
の
歴
史
と
課
題

　
日
本
に
お
け
る
手
話
の
歴
史

は
、
明
治
11
年
に
古
河
太
四
郎

が
京
都
に
日
本
初
の
ろ
う
学
校

で
あ
る
「
京き

ょ
う
と
も
う
あ
い
ん

都
盲
啞
院
」
を
設

立
し
、
そ
こ
で
手
話
に
よ
る
教

育
を
行
っ
た
こ
と
で
始
ま
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
間
も

な
く
、
明
治
13
年
に
イ
タ
リ
ア

の
ミ
ラ
ノ
で
開
催
さ
れ
た
「
ろ

う
教
育
国
際
会
議
」
で
、
相
手

の
口
の
動
き
を
読
み
取
る
「
口こ

う

話わ
ほ
う法

」
で
の
教
育
推
進
が
決
議

さ
れ
る
と
、
日
本
で
も
そ
れ
が

普
及
し
、
昭
和
８
年
に
は
、
口

話
法
の
習
得
に
妨
げ
に
な
る
と

の
考
え
に
よ
り
、
ろ
う
学
校
で

の
手
話
の
使
用
は
事
実
上
禁
止

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
流
れ
は
、

平
成
５
年
、
文
部
省
の
諮
問
機

関
「
聴
覚
障
害
児
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
に
関
す
る
調

査
研
究
協
力
者
会
議
」
で
、
ろ

う
学
校
で
の
手
話
の
使
用
を
促

す
報
告
が
さ
れ
る
ま
で
続
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
口
話
法
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
人
の
聴
力
の
差
に
よ
っ
て

習
得
の
程
度
に
個
人
差
が
出
て

し
ま
う
こ
と
や
、
大
勢
が
多
様

な
意
見
を
話
し
合
う
よ
う
な
会

議
で
口
の
動
き
を
読
む
の
は
難

し
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
手
話
は
音
声
に
よ
る
言
語
と

は
異
な
り
、
手
指
、
体
の
動
き

や
表
情
に
よ
り
視
覚
的
に
表
現

す
る
言
語
で
、
ろ
う
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し

て
大
切
に
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
ろ
う
者
が
成
長
し
て

社
会
に
出
る
と
、
周
囲
の
健
聴

者
で
手
話
を
使
え
る
人
は
少
な

く
、
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
、
手
話
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
場
面
は

か
な
り
限
ら
れ
た
も
の
と
な
っ

て
し
ま
う
の
が
現
状
で
す
。

用
語
解
説

●
ろ
う
者

　
耳
が
聞
こ
え
な
い
人
の
う
ち
、

手
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
て
日
常
生
活
を
送
る
人

の
こ
と
。

●
健
聴
者

　
聴
機
能
に
障
害
の
な
い
人
の

こ
と
。

　本庄市生まれ。埼玉県ろう者協
会初代理事長。
　ろう者の福祉促進を図るため、
啓発運動事業として全国初の巡回
映画会を開催。手話通訳者のいな
かった時代に、ろう者の就職・縁
談の手助けや、行政交渉など、寝
食を忘れてろう者のために精力的
な活動を行った。「第２回関東地区
ろうあ者スキー大会」開催に向け
準備に当たっていたところ、国鉄
大宮駅のプラットホームで脳卒中
で倒れ、志半ばで 53年の生涯を閉
じた。

手話が広がり、ろう者も健
聴者も当たり前のように手
話でやりとりできる日が来
るかもしれません。

埼玉県ろうあ運動の父

持田 徹  氏（1913 年～ 1966 年）

特集

―本庄市手話言語条例がもたらすもの―
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「
買
い
物
や
病
院
な
ど
に
行

く
時
、
し
っ
か
り
説
明
を
聞
き

た
い
の
に
、
筆
談
と
い
う
形
で

制
約
さ
れ
て
し
ま
い
、
十
分
な

情
報
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
生
ま
れ
つ
き
耳
の
聞

こ
え
な
い
人
に
と
っ
て
、
筆
談

は
簡
単
で
は
な
く
、
文
章
だ
け

で
は
意
味
が
つ
か
め
な
い
人
が

多
い
ん
で
す
。文
章
の﹃
て・に・

を
・
は
﹄
の
違
い
の
理
解
が
難

し
く
、
文
書
の
説
明
を
手
話
通

訳
の
方
に
お
願
い
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
手
話
通
訳
な
し
の

筆
談
で
は
１
時
間
か
か
る
こ
と
も
、

通
訳
が
い
れ
ば
５
分
で
済
む
な
ん

て
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
」
と
、
日

常
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
感
じ
る

も
ど
か
し
さ
を
語
る
の
は
浅
見
さ

ん
。

　

ま
た
、
口
の
動
き
を
読
ん
で

言
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
の

は
、
得
意
な
人
、
不
得
意
な
人
と

個
人
差
が
あ
る
そ
う
。
小
林
さ
ん

は
「﹃
掃
除
（
そ
う
じ
）﹄
と
﹃
葬

儀
（
そ
う
ぎ
）﹄
は
口
の
動
き
が

同
じ
な
ん
で
す
。
自
治
会
の
集
ま

り
で
掃
除
が
あ
っ
た
と
き
、
掃
除

に
行
く
の
か
葬
儀
に
行
く
の
か
分

か
ら
な
く
て
服
装
に
戸
惑
っ
た
経

験
が
あ
り
ま
し
た
」
と
苦
笑
い
。

「
手
話
だ
と
全
然
手
の
形
が
違
う

の
で
、
勘
違
い
は
起
こ
ら
な
い
ん

で
す
よ
」
と
、
手
話
が
生
活
に
欠

か
せ
な
い
存
在
だ
と
い
う
こ
と
を

教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
時
に
手
話
が
音
声
言
語

よ
り
優
れ
て
い
る
と
感
じ
る
場
面

も
あ
る
と
の
こ
と
。
浅
見
さ
ん
は

「
ダ
イ
ビ
ン
グ
が
好
き
で
、
子
ど

も
と
ダ
イ
ビ
ン
グ
す
る
の
で
す
が
、

手
話
な
ら
水
中
で
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
の
で
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
に
「
羨
ま

し
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、

音
が
大
き
く
て
声
が
聞
き
取
り
づ

ら
い
場
面
や
、
窓
越
し
で
の
会
話
、

少
し
遠
く
離
れ
た
位
置
か
ら
の
会

話
な
ど
で
は
、
手
話
っ
て
便
利
で

す
よ
」
と
に
こ
や
か
に
話
し
ま
す
。

　

２
人
は
、「
今
回
の
条
例
制
定

に
よ
り
、
手
話
が
社
会
全
体
に
浸

透
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ろ

う
者
も
健
聴
者
と
同
等
に
情
報
が

得
ら
れ
る
社
会
が
実
現
し
て
ほ
し

い
。
私
た
ち
ろ
う
者
だ
け
の
話
で

は
な
く
、
聴
覚
に
障
害
を
持
つ
子

が
生
ま
れ
る
可
能
性
は
誰
に
だ
っ

て
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た
と

き
、
耳
が
聞
こ
え
な
い
子
ど
も
が

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
な
い
社
会
、

そ
し
て
、
親
も
困
ら
な
い
社
会
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
切
に
願
っ
て
い

ま
す
」
と
、
共
通
の
願
い
を
語
り

ま
す
。

　

最
後
に
浅
見
さ
ん
は
、「
私
に

と
っ
て
手
話
は
﹃
言
葉
﹄
で
あ
り

﹃
言
語
﹄。
そ
し
て
﹃
生
き
る
力
﹄

で
す
。
持
田
徹
さ
ん
の
精
神
を
受

け
継
ぎ
、
手
話
が
言
葉
、
そ
し
て

言
語
で
あ
る
こ
と
を
広
め
て
い
き

た
い
。
そ
の
た
め
の
研
究
、
工
夫

を
今
後
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
決
意
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
手
話
を
始
め
た
の
は
８
年
程
前

で
、
病
院
で
働
い
て
い
た
当
時
、

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
患
者
さ
ん
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た

い
と
思
い
、
広
報
で
見
た
手
話
講

習
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
手
話
を
通
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
生
活
で
は
つ
な
が
る
こ

と
の
で
き
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

人
と
出
会
い
、
自
分
の
世
界
が
広

が
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
手
話
通
訳
者
は
よ
く
「
ろ
う
者

の
代
理
人
」
の
よ
う
に
思
わ
れ
、

病
院
な
ど
で
ろ
う
者
本
人
の
代
わ

り
に
書
類
を
渡
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
ろ
う
者
は
情

報
さ
え
あ
れ
ば
自
分
で
判
断
で
き

る
ん
で
す
。
そ
う
し
た
理
解
が

も
っ
と
広
が
れ
ば
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

　
今
回
の
条
例
制
定
は
、
多
く
の

人
が
手
話
を
知
る
き
っ
か
け
と
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

手
話
通
訳
者
は
人
数
も
少
な
く
、

若
い
人
の
な
り
手
が
少
な
い
の
が

現
状
で
す
。
手
話
は
ろ
う
者
だ
け

に
必
要
な
の
で
は
な
く
、
ろ
う
者

の
言
葉
を
理
解
す
る
た
め
に
健
聴

者
に
も
必
要
な
も
の
で
す
。
ま
ず

は
手
話
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し

て
手
話
通
訳
者
が
増
え
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
手
話
が
広
ま
っ
て
、
誰
も
が
日

常
の
些
細
な
情
報
を
手
話
で
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
手
話
通
訳

者
は
、
通
訳
が
ど
う
し
て
も
必
要

と
い
う
場
面
に
だ
け
呼
ば
れ
る
く

ら
い
に
ま
で
手
話
が
身
近
に
な
っ

て
、
ろ
う
者
が
暮
ら
し
や
す
い
社

会
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

手話はろう者だけに必要なのではなく、
　　ろう者の声を聞くために、健聴者にも必要なものです。

まずは簡単な手話を覚えてみましょう

手話は「言葉」であり「言語」。
そして私たちの生きる力です。

手話言語条例に願いを乗せて― 日頃、手話を通して社会を見つめている手話通訳者、ろう者それぞれの視点から、話を伺いました。

手
話
を
身
近
な
も
の
に
す

る
環
境
づ
く
り

　
今
回
の
本
庄
市
手
話
言
語
条

例
の
施
行
に
よ
り
、
市
で
は
今

後
、
手
話
へ
の
理
解
を
深
め
、

手
話
を
使
い
や
す
い
環
境
に
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
す
で
に
行
っ
て
い

る
手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
な
ど

の
意
思
疎
通
支
援
事
業
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
ほ
か
、
手
話
通
訳

者
養
成
講
座
や
、
平
成
30
年
度

市
民
総
合
大
学
等
で
手
話
講
座

を
開
催
す
る
な
ど
、
手
話
を
学

べ
る
機
会
を
増
や
し
ま
す
。
ま

た
、
行
政
機
関
で
手
話
に
よ
る

意
思
疎
通
が
図
れ
る
よ
う
、
市

職
員
へ
の
研
修
等
も
計
画
し
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ろ
う
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
、
ま
た
、
事

業
者
の
皆
さ
ん
の
手
話
へ
の
理

解
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

手
話
で
思
い
を
伝
え
ら
れ

る
社
会
を
目
指
し
て

　
母
国
語
を
自
然
と
獲
得
し
、

日
々
の
生
活
の
中
で
使
い
こ
な

す
よ
う
に
、
手
話
が
普
及
し
、

家
庭
や
学
校
、
職
場
や
地
域
社

会
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
当

た
り
前
の
よ
う
に
手
話
で
会
話

で
き
れ
ば
、
手
話
も
私
た
ち
の

生
活
に
根
差
し
た
も
の
と
な
り
、

言
語
と
し
て
、
自
然
と
引
き
継

が
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
誰
も
が
手
話
で
意
思
を
通
わ

せ
ら
れ
る
社
会
に
な
れ
ば
、
今

よ
り
も
っ
と
多
く
の
人
と
、
互

い
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

顔の中央あたりで
片手を立てたまま
前方に下げます。

【お願いします】【こんにちは】【ありがとう】

両手の人差し指を
立てて向い合せた
状態から、指先を曲
げます。（挨拶の意
味）。

手の甲に他方の手
を直角に乗せ、その
手を挙げます。

　講座等につきましては、広
報ほんじょう等で随時お知ら
せします。身近な場所での講
座ですので、ぜひご参加くだ
さい。
★障害福祉課
☎㉕１１２５・蕭㉓１９６３

手
話
で
心
を
つ
な
ぐ
た
め
に

本庄市児玉郡広域聴覚障害者福祉協会

事務局長　小林 秋江さん　　会長　浅見 正一 さん

本庄市児玉郡
広域手話通訳問題研究会

条例担当　本間 実穂 さん
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マ
ル
シ
ェ
（
市
場
）
の

開
催
に
つ
い
て

質
問
：
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
で
地
元

野
菜
等
の
名
産
品
を
一
堂
に
集
め

た
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
す
る
こ
と
を

提
案
し
ま
す
。
そ
こ
で
地
元
の
名

産
品
を
使
っ
た
料
理
教
室
や
埴
輪

づ
く
り
体
験
を
行
っ
た
り
す
る
と

ま
ち
お
こ
し
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。
私
た
ち
が
提
案
す
る
マ
ル

シ
ェ
の
開
催
を
ど
の
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
か
。
ま
た
、
市
が
企
画
し

多
く
の
方
が
訪
れ
る
イ
ベ
ン
ト
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

回
答
：「
マ
ル
シ
ェ
」
は
、
多
く

の
人
々
を
集
め
、
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
仕
組
み
と
し
て
、
非
常
に
効

果
的
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
提
案

い
た
だ
い
た
マ
ル
シ
ェ
の
ア
イ
デ

ア
は
、
今
後
の
市
の
取
り
組
み
に

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

開
催
方
法
に
つ
い
て
は
、
市
内
に

６
つ
あ
る
高
校
の
生
徒
が
企
画
す

る
イ
ベ
ン
ト
「
六
高
祭
」
な
ど
何

か
の
イ
ベ
ン
ト
と
コ
ラ
ボ
し
て
行

う
の
が
、
取
り
組
み
や
す
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
来
年
度
、
面
白
い

ア
イ
デ
ア
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
六

高
祭
」
へ
提
案
し
て
み
よ
う
か
と

思
い
ま
す
。
次
に
、
多
く
の
方
が

訪
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、「
つ

み
っ
こ
合
戦
」「
は
に
ぽ
ん
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
と
一

緒
に
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
す
る
こ
と

を
含
め
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

本
庄
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

質
問
：
本
庄
市
は
、
豊
富
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
や
地
元
の
人
に
も
人
気

の
グ
ル
メ
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

観
光
客
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
が
、
観
光
Ｐ
Ｒ
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。
ま

た
、
「
る
る
ぶ
本
庄
」
に
農
産
物

直
売
所
で
お
得
に
な
る
ク
ー
ポ
ン

を
つ
け
た
り
、
新
幹
線
の
止
ま
る

熊
谷
駅
な
ど
近
隣
の
駅
に
も
配
布

し
て
、
観
光
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

回
答
：
観
光
Ｐ
Ｒ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
で
す
が
、
「
る
る
ぶ
本

庄
」
は
、
市
内
の
お
店
の
ほ
か
、

高
崎
駅
か
ら
熊
谷
駅
ま
で
の
各

駅
、
東
京
に
あ
る
県
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
県
施
設
に
設
置

し
、
ま
た
、
観
光
情
報
を
市
観
光

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
周
辺
自

治
体
と
協
力
し
た
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
Ｐ
Ｒ
、
本
市
に
来
た
人
へ
の

観
光
案
内
や
本
庄
み
や
げ
の
紹
介
、

販
売
等
を
本
庄
市
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま

す
。
「
る
る
ぶ
本
庄
」
へ
ク
ー
ポ

ン
を
つ
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

次
回
作
成
時
に
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
調
査
、
研
究

を
行
い
、
プ
レ
ミ
ア
を
付
け
る
工

夫
な
ど
し
て
多
く
の
人
に
手
に

取
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
参
加
状
況
や
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

質
問
：
ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
タ
等
の

イ
ベ
ン
ト
で
市
民
参
加
が
少
な
く

感
じ
ま
す
。
広
報
紙
以
外
で
ど
の

よ
う
に
広
報
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

次
に
シ
ル
ク
ド
ー
ム
で
、
休
日
は

団
体
利
用
等
で
個
人
利
用
が
思
う

よ
う
に
で
き
な
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
状

況
を
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
ま

す
か
。
ま
た
、
休
日
ど
こ
か
１
施

設
を
個
人
利
用
向
け
に
空
け
る
よ

う
利
用
調
整
で
き
ま
す
か
。

回
答
：
ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
タ
は
昨

年
約
７
、
３
０
０
人
も
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
、
多
く
の
市
民
に
浸

透
し
て
き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
広
報

紙
と
一
緒
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た

ほ
か
、
自
治
会
の
掲
示
板
や
公
共

施
設
等
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
小

学
校
の
児
童
全
員
に
チ
ラ
シ
を
配

布
す
る
な
ど
、
色
々
な
場
所
や
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
で
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

施
設
の
利
用
状
況
の
周
知
方
法
で

す
が
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
空

き
状
況
を
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
話
対

応
も
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
施

設
の
利
用
調
整
に
つ
い
て
は
、
一

定
の
ル
ー
ル
の
も
と
予
約
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

な
方
法
が
最
良
か
今
後
も
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
優
し
い
街
づ
く
り

に
つ
い
て

質
問
：
高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
く

す
る
こ
と
が
、
良
い
街
づ
く
り
に

な
る
と
考
え
ま
す
が
、
本
庄
駅
に

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
計
画
は

あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
暗
い
通
り

を
中
心
に
街
灯
を
増
や
す
こ
と
は

で
き
ま
す
か
。
最
後
に
、
運
転
免

許
の
返
納
者
や
高
齢
者
を
対
象
に

「
は
に
ぽ
ん
号
」
の
利
用
を
無
料

に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

回
答
：
階
段
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

す
る
際
、
高
齢
者
等
が
簡
単
に
移

動
可
能
な
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
を

設
置
す
る
こ
と
が
基
本
と
な
っ
て

お
り
、
現
在
の
本
庄
駅
も
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
で
な
く
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
北
・
南
口
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
街
灯
を
増
や
す
こ
と
に

つ
い
て
で
す
が
、
街
灯
は
、
高
齢

者
を
含
め
た
市
民
が
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
重
要
な

も
の
で
す
の
で
、
今
後
も
街
灯
の

設
置
を
し
っ
か
り
実
施
し
て
い
き

ま
す
。
最
後
に
「
は
に
ぽ
ん
号
」

の
利
用
無
料
化
に
つ
い
て
で
す
が
、

「
は
に
ぽ
ん
号
」
は
利
用
料
金
と

国
・
市
の
補
助
金
で
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。
利
用
料
金
を
無
料
に
す
る

こ
と
で
財
政
負
担
も
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
設

定
し
て
い
く
か
総
合
的
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

非
常
時
の
備
え
に
つ
い
て

質
問
：
近
年
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の

脅
威
等
、
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
報

道
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
、

被
害
が
出
た
場
合
の
避
難
計
画
、

ま
た
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
用
い
た
避

難
訓
練
の
実
施
計
画
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
学
校
が
避
難

所
に
な
っ
た
場
合
、
中
学
生
が
何

か
手
伝
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

回
答
：
弾
道
ミ
サ
イ
ル
で
被
害
が

発
生
し
た
場
合
、
被
害
状
況
や
、

ど
こ
に
ど
う
や
っ
て
逃
げ
る
か
な

ど
、
市
だ
け
で
は
す
ぐ
に
は
分
か

り
ま
せ
ん
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
持
っ
て
い
る
国
か
ら
、
県
知

事
を
通
じ
て
市
長
に
避
難
に
必
要

な
指
示
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
こ

の
指
示
に
基
づ
き
、
市
民
に
情
報

を
伝
え
、
避
難
指
示
し
ま
す
。
こ

れ
ら
の
内
容
は
、
市
で
策
定
し

た
「
本
庄
市
国
民
保
護
計
画
」
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
を
用
い
た
避
難
訓
練
は
現
在
未

実
施
で
す
が
、
今
後
こ
の
計
画
に

基
づ
き
、
実
施
に
向
け
、
国
・
県

等
に
は
た
ら
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

中
学
生
が
手
伝
え
る
こ
と
に
つ
い

て
で
す
が
、
避
難
所
で
は
、
避

難
し
て
き
た
人
の
荷
物
の
運
搬
、

マ
ッ
ト
敷
き
、
清
掃
な
ど
さ
ま
ざ

ま
あ
り
ま
す
。
で
き
る
こ
と
を
積

極
的
に
お
願
い
し
ま
す
。

本
庄
駅
周
辺
の
路
上
喫
煙
、

街
灯
の
設
置
、
図
書
館
の
新

た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
：
本
庄
駅
周
辺
を
受
動
喫
煙

の
心
配
な
く
利
用
で
き
る
よ
う
路

上
喫
煙
を
禁
止
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
次
に
長
松
寺
周
辺
か
ら

旭
小
ま
で
、
イ
ネ
に
影
響
が
少
な

い
地
面
埋
め
込
み
式
の
街
灯
を
設

置
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
後

に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
図
書

館
で
、
新
た
に
実
施
・
予
定
し
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
等
は
あ
り
ま
す
か
。

回
答
：
路
上
喫
煙
を
禁
止
に
す
る

こ
と
に
つ
い
て
で
す
が
、
受
動
喫

煙
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
が
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
他
市
町
村
を
参
考
に
し
な
が

ら
研
究
す
る
と
と
も
に
喫
煙
マ

ナ
ー
向
上
を
啓
発
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
街
灯
の
設
置
に
つ

い
て
で
す
が
、
ご
提
案
は
、
大
変

興
味
深
い
も
の
で
す
。
埋
め
込
み

式
照
明
の
歩
行
者
へ
の
安
全
性
効

果
や
埋
め
込
み
式
照
明
が
一
般
に

出
回
っ
て
い
る
も
の
な
の
か
等
の

情
報
収
集
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
最
後
に
図
書
館
で
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
図
書
館
を
よ

り
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

お
は
な
し
会
や
企
画
展
等
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
「
科
学

あ
そ
び
の
会
」
の
企
画
な
ど
新
た

な
取
り
組
み
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

本庄第一中学校
村山 菖 議員

本庄東中学校
木村 壮吾 議員

児玉中学校
武政 来輝 議員

本庄西中学校
田中 美裕 議員

本庄東高校附属中学校
並木 旦陽 議員

本庄南中学校
上野 響誉 議員

　本庄市は、1,000 人あ
たりの人身交通事故発生
件数が３年連続県内ワー
スト１位になってしまい
ました。私たちは、これ
らを知り、交通事故をゼ
ロにしたいと思い『身近
な事故を未然に防ごう！

～ Safety school life ～』を提案します。
事故を未然に防ぐための、本校での具体的な取り
組みを３点紹介します。
　１点目は、給食の時間を用いて自転車の安全利
用を啓発するためにつくられた「５song」を放
送し、「自転車安全利用五則」について楽しく覚
えてもらうことです。

　２点目は、自転車安全利用五則や歩行者の交通
ルールなどから、生徒会がオリジナルのチェック
リストや、確認小テストを作成、実施することで
事故を未然に防ぐ意識を持ってもらうことです。
　３点目は、ポスターの作成です。「交通ルール
５ヶ条」を作成し、校内に貼り、注意を促します。
　本庄市内での交通事故を未然に防ぐことは、埼
玉県全体の事故の件数を減らすことにもつながり
ます。事故は不意にやってきます。大切な自分の
命、みんなの命を守るためにも、事故を未然に防
ぐための努力は非常に大切だと考えます。
　学校ごとに、実態に合わせた具体的な取り組み
を考え、事故を未然に防ぐ活動を行っていくのは
どうでしょうか。

身近な事故を 未然に防ごう！ ～ Safety school life ～

　１月30日、市議会議場において「第12回 中学生まちづくり議会」を開催しました。
　中学生まちづくり議会は、本庄市の次代を担う中学生に、市政を身近に感じ関心をもってもら
うために開催しています。
　市内の６校の中学生18人が参加し、一般質問や議案提出などが行われました。

中学生まちづくり議会
第12回

議員提出議案

※質問、答弁の内容は、要約して掲載しています。ご了承ください。

本庄南中学校
伴 琴梨 議員
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ミドルコース（選択講座）
【早稲田大学提供講座】
ジャンル 講　座　名 回数

歴史

エジプト考古学を学ぶ ４

ここまでわかった日本古代史Ⅲ ４

『三国志』～歴史と文学～　託 ４

世界から見た日本の近代 ２

文学 日本の近代文学・出会いの肖像 ４

文化・芸術

平安時代初期の仏教
～天台宗と真言宗の確立～ ２

インド仏教へのいざない
～仏教の源流をもとめて～ ４

仏教美術入門 ５

環境 エネルギー利用の今と未来を考える ２

【早稲田大学文化推進部文化企画課・
考古資料館連携講座】

ジャンル 講　座　名 回数

歴史 時代を遡
さかのぼ
り、児玉地域と人々を学ぶ ５

【午前開催講座】
ジャンル 講　座　名 回数

健康

心あったかウォーキング
～近隣の鎌倉街道　美里から神川へ～ ５

心あったかウォーキング
～市内散策　歩いて知ろう本庄市～ ５

しなやかな体を作るストレッチ教室 ４
本気で考えるアンチエイジング
～いつまでも輝きをもつ～　託　 ４

歴史
塙保己一遺徳顕彰の歩み ３

埼玉古墳群について ２

心理・
子育て

言葉のマジック
～活き生きコミュニケーション～　託　 ３

趣味
紅茶とお菓子の教室　託 ６
コーヒー基礎講座
～生産・抽出・アレンジ～　託 ３

【午後開催講座】
ジャンル 講　座　名 回数

歴史 地名という文化遺産は何を語るか ３

環境 環境コミュニケーション ２

【土曜日・日曜日開催講座】
ジャンル 講　座　名 回数

文化・芸術
楽しい唱歌講座 ２

書道～王
お う ぎ し
羲之を極める～ ４

子育て 今どきの子どもと心の発達　託　 １

ミドル・ジュニアコース（選択講座）
【世代間交流講座】
ジャンル 講　座　名 回数

防犯・防災 もしもの時に備えよう！
～自身を守り、助け合う心を学ぶ～ ２

福祉 楽しく学ぶ手話講座
～手話であいさつをしてみよう！～ ３

環境
森の散策と工場見学 １

間伐体験と森の工作 ２

理科・数学
トライボロジーワークショップ in 本庄
市市民総合大学「摩擦の科学×謎解き
－ピラミッドの危機 !? 古代エジプト王
からの SOS!! －」

１

ジュニアコース（選択講座）
ジャンル 講　座　名 回数

体育 知っていたら得する運動神経をグング
ン伸ばす方法！ ２

理科

大空に夢を抱いて
～ＪＡＬ工場見学と博物館見学～ １

実験で学ぶ下水道と環境 １
めざせ天文学者 !!
～満点の星空を見に行こう～ １

永久コマを作ろう １

エネルギー利用の今と未来を考える ２

職業体験 おしごと体験 ２

趣味 みんなでこねこね！
～手作りピザと七夕パン～ １

【異学年交流講座】
ジャンル 講　座　名 回数

体育

【本庄第一高等学校】
ぼくもわたしも今日からダンサー １

【埼玉県立本庄高等学校】
サッカープレイ革命 １

【埼玉県立児玉高等学校】
スポーツで心も体も健康に !! １

芸術・文化

【本庄東高等学校】
楽しくお箏

こと
を弾いてみよう ! １

【早稲田大学本庄高等学院】
茶道教室 １

【埼玉県立児玉白楊高等学校】
新聞紙で文字を書こう ! １

理科 【早稲田大学本庄高等学院】
ちりめんモンスターを探そう !! １

講　座　名

１ 健康寿命を伸ばして元気な毎日
～たのしく脳と身体の活性化～

２ 荻野吟子とその周辺
3 排泄ケアの大切さを知ろう
4 暮らしに緑を活かすアドバイス

5 青春ソングとともに脳トレ・リズム運動(３Ｈ運動)
～身近なものでストレッチ～

6 高齢運転者の交通事故防止
7 自助・共助～高齢者生活支援講習会～
8 自

じきょうじゅつ
彊術～日本最初の健康体操～

9 歌声教室～歌は心をつなぐ～

◆本庄キャンパス
　午前クラス　午前10時～
　午後クラス　午後１時30分～
会場　早稲田リサーチパーク・
　　　　　　　コミュニケーションセンター
◆児玉キャンパス　午後１時30分～
会場　セルディ

会場　はにぽんプラザ、セルディ、早稲田リサーチパー
ク・コミュニケーションセンターなど
※内容は予定です。詳細は申込み時に配布する資料又は
市ホームページでご確認ください。
託は託児付き

市民総合大学平成30年度受講生募集

シニアコース（全９回必修講座）

学ぶことは、楽しむこと
そして自らを高めること

※目や耳、身体の不自由な方も可能な限り対応しますの
で、申し込みの際にご相談ください。
★生涯学習課☎㉒３２４８　FAX㉕１１９３

市民総合大学とは
　市民のみなさんに向けて設置された生涯学習の場
で、シニアコース、ミドルコース、ジュニアコース
があり、それぞれ１年制で開催されます。
　シニアコースは本庄キャンパスと児玉キャンパス
の２会場で、毎月１回、同じ講座を行います。
　ミドルコースは、１講座からでも参加できる選択
講座です。今年度も託児付きの講座や土曜日に開催
する講座が多数ありますのでぜひご参加ください。
　ジュニアコースは、土日や夏休みに開催する小・
中学生のためのコースです。また、ミドルコースと
の世代間交流講座も行います。

対
象　

◎
シ
ニ
ア
コ
ー
ス　

　

60
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在

　
勤
・
在
学
者

◎
ミ
ド
ル
コ
ー
ス　

　

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在

　
勤
・
在
学
者

◎
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス　

　
市
内
小
・
中
学
生

費
用　

全
コ
ー
ス
に
必
要
経
費

　
（
材
料
費
等
）
の
負
担
が
あ
る

　
講
座
が
あ
り
ま
す

開
講
式　
４
月
21
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～

会
場　
本
庄
市
民
文
化
会
館　

閉
講
式　
平
成
31
年
３
月
16
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～　

会
場　
本
庄
市
民
文
化
会
館　

申
込　
３
月
１
日
㈭
か
ら
30
日
㈮

　
ま
で
に
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

　
を
記
入
の
う
え
、
生
涯
学
習
課

　
（
市
役
所
４
階
）又
は
セ
ル
デ
ィ

　
に
提
出

※
申
込
用
紙
は
３
月
１
日
㈭
か
ら

生
涯
学
習
課
及
び
セ
ル
デ
ィ
で
配

布
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
生
涯
学
習
課
は
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分(

土
・
日
・
祝

日
を
除
く)

、
セ
ル
デ
ィ
は
午
前

９
時
～
午
後
９
時
30
分
（
土
・

日
・
祝
日
を
含
む
）
に
申
込
用
紙

配
布
及
び
受
付
。

平成₂₉年度市民総合大学閉講式・生涯学習推進大会
雅楽の演奏を聞きみやびなひと時を…

日時　３月17日㈯
●市民総合大学閉講式　
　午後１時30分～２時
●生涯学習推進大会生涯学習講座　
　芸術鑑賞会「日本の楽器の魅力あれこれ」　
　午後２時15分～３時15分
※芸術鑑賞会のみ参加の方は午後２時から受付です。予約不
要直接会場へお越しください。
会場　セルディ　費用　無料
出演　三古谷 裕 ､浅井 春風(三古谷邦楽アカデミー会員）他
　〈三古谷 裕 氏　プロフィール〉
　　幼少より山田流箏

そうきょく
曲を始め、15歳で名取となる。長唄・

　長唄三味線を人間国宝 故・日吉小三八氏に師事。国内外
　での演奏活動に加え、邦楽の普及、演奏家の育成、音楽教
　育に従事。平成29年より東京芸術大学音楽学部邦楽科に講
　師として勤務。

　芸術鑑賞会「日本の楽器の魅力あれこれ」　
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　高額な医療費を支え国保財政の安定化を図るため、
国民健康保険制度はこれまでの市町村ごとの運営か
ら、埼玉県と市町村が共同保険者となり、役割分担を
して国保の運営を行うことになりました。

■埼玉県の役割
　市に納税された国保税等を国保事業費納付金として
埼玉県が管理し、県内の国保加入者の医療費の支払い
の費用を賄うなどの財政運営を行います。

■本庄市の役割
　国保加入者の皆さんの身近な窓口としての役割を担
います。
●国保の各届出や保険証等の発行
●保険税率等の決定・国保税の徴収など
　国保の手続きはこれまでどおり市の窓口で行います
ので、国保加入者の皆さんの手続きの方法が大きく変
わることはありません。

■市長への手紙
　「市長への手紙」は、市民の皆さんから、市長あてに
市政やまちづくりに関するご意見・ご提案などをお寄
せいただく事業です。
　手紙は郵送、又は市ホームページの「市長への手紙」
専用フォーム※で受け付けています。
　専用の郵送用紙（送料不要）が市役所１階総合案内、
アスピアこだま、各公民館、各図書館、はにぽんプラザ、
保健センターにありますのでご利用ください。

※市ホームページの「市長の部屋」からアクセスします

■市民と市長との対話集会
　市内で活動している団体・グループのみなさんから市
長が直接お話を聞きます。市の取組みや、課題などにつ
いても市長から説明いたしますので、本庄市について
知りたいこと、意見などを持ち寄りお集まりください。
詳しくは、秘書広報課へお問い合わせください。
申込書は秘書広報課（市役所３階）で配布又は市ホー
ムページ「市民と市長の対話集会｣ ※からダウンロー
ドしてください。

■変更点
①保険証等の表記が一部変更になります
　国民健康保険証や高齢受給者証、限度額適用認定証
などの名称に「埼玉県」が追加されるなど、表記が変
更になる部分があります。
　保険証等の一斉更新の際に変更を行いますので、そ
れまでの間は、現在の保険証等をそのままご使用くだ
さい。
②高額療養費の多数回該当が県内で引き継がれます
　多数回該当は、過去12か月以内に４回以上、高額療
養費に該当した場合、自己負担限度額が引き下げられ
る制度です。これまでは市外へ転出した場合には、該
当回数がリセットされていました。
　４月からは埼玉県単位で資格管理を行うため、県内で
の転居の場合は前住所地での該当回数が継続されます。
※前住所地での世帯構成と変更がない場合に限ります。

　第27回春の全国小学校ドッ
ジボール選手権埼玉県大会
で、スピードのあるパス回し
からの鋭い投球による高い攻
撃力を武器に準優勝となり、
３月に開催される関東大会へ
の出場権を獲得しました。

　地区予選を勝ち抜いた30
チームで争われた「第48回埼
玉県ミニバスケットボール大
会」。
　準決勝で優勝チームにわず
か３点差での惜敗。くじける
ことなく、勝利を目指し戦い
抜き第３位になりました。

　県内約380チームがエント
リーした「第２回スクール21
カップ埼玉県スポーツ少年団
Ｕ-10サッカー大会」。
　地区予選を勝ち抜き、32
チームが挑んだ中央大会で、
技術力を駆使した試合運びと
持ち前の得点力が発揮され、
第３位になりました。

スポーツ少年団の活躍を紹介します

平成 30 年４月から
国民健康保険制度が変わります

30 年度本庄市スポーツ少年団団員を募集 国民健康保険ガイド

あなたの意見・提案を市政へ

ー11種目33団で約820人が活動　きみも仲間に！ー

★保険課☎㉕１１１６★本庄市スポーツ少年団事務局
　(体育課内）☎㉕１１５２

★秘書広報課☎㉕１１５５

※各団体により、対象年齢等は異なります。

Ｆ．Ｃ　グラウクス 本庄ミニバスケットボール 本庄アタッカーズ

　団員募集チラシは、３月下旬に市内の小学校を通じ配布する予定です（新１年生には４月中旬配布予定）。
※活動時間・会費等については各少年団にお問い合わせください。各少年団の連絡先は本庄市スポーツ少年団事務局へ
お問い合わせいただくか団員募集チラシをご覧ください。

団体名 活動日 主な活動場所
サッカー
北泉サッカー 土・日・祝 北泉小グラウンド
本庄サッカー少年団
ホッパーズ 土・日・祝 小山川グラウンド
本庄南少年サッカー
クラブ 土・日・祝 南小グラウンド他

本庄中央サッカークラブ 土・日 中央小グラウンド
本庄西サッカー 土・日 西小グラウンド
旭サッカー 土・日 旭小グラウンド

F.C　グラウクス 月・水・木・
土・日

若泉多目的
グラウンド他

児玉ディパーチャ FC 火・水・木・
土・日 児玉小グラウンド他

すみれ FC Norte jr 火・金・土
・日 沖電気グラウンド他

軟式野球
本庄リトルパワーズ 土・日・祝 若泉第１グラウンド他
本庄リトルジャガーズ 土・日 若泉第２グラウンド

本庄エンゼルス 土・日・祝 本庄総合公園
多目的グラウンドＡ

本庄北泉ジェッターズ 土・日・祝 本庄総合公園
多目的グラウンドＢ他

児玉少年野球クラブ 土・日・祝 児玉小グラウンド
柔道
本庄市少年柔道クラブ

「養心館」 火・金・日 武道館

児玉町柔友会 月・水 本庄高校柔道場
ドッジボール
本庄アタッカーズ 水・土・日 南小体育館

団体名 活動日 主な活動場所
剣道
本庄剣道 火・日 武道館
児玉剣道教室 木・日 エコーピア他
空手
本庄市空手道 月・火・木 北泉小体育館他
和道会児玉支部空手道 月・火・木 エコーピア
武空塾 月・木・土 東小体育館他
少林寺拳法
少林寺拳法本庄 木・土 武道館
ミニバスケットボール
本庄ミニバスケットボール 火・水・土 東小体育館他
本庄中央ミニバスケット
※女子 木・土・日 中央小体育館

本庄南ミニバス※女子 火・土・日 南小体育館
本庄藤田スプリングス 水・土・日 藤田小体育館他
本庄ビクトリーズ※男子 月・水・土 中央小体育館
児玉ミニバスケットボール
クラブ

火・水・金
・日 共和小体育館他

ソフトボール
本庄スラッガーズ 日 東小グラウンド
バドミントン
本庄ジュニアバドミントン
シャトルスター 月・火・土 シルクドーム他

体操
本庄ヴィジョン体創クラブ 月・木・金 南小体育館他
ジム・ヴィレッジ 月 北泉小体育館

寄せられたご意見の一部を紹介します
つきみ荘のトイレについて
意見　　
　つきみ荘の女性トイレは和式
が多く、洋式は１か所だけです。
洋式トイレを増やしていただけ
ないでしょうか。

回答　
　老人福祉センターつきみ荘は、昭和58 年５月の開館より34 年
が経過し、現在設備の改修に年次計画で取り組んでおり、トイレ
につきましても、洋式トイレへの改修を検討しております。
　市としましても、つきみ荘がより多くの皆さまに気持ちよくご
利用いただけるよう、施設の管理運営に一層努めてまいります。
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飼い主の皆さんへ
犬の登録と狂犬病予防注射をお忘れなく！

　表の日程で狂犬病予防集合注射を
実施します。愛犬を守るためにも忘
れずに受けてください。登録済みの
犬については、案内のはがきを３月
中旬以降に郵送しますので、注射当
日は忘れずにお持ちください。３月
30日㈮までにはがきが届かない方は
環境推進課（市役所４階）へご連絡
ください。

注射料金(１頭) 　  ３，３００円
(内訳）
予防注射接種料　　２，７５０円
注射済票交付手数料　　５５０円

　未登録の犬を飼っている方は、注
射料金とは別に登録手数料（１頭に
つき３，０００円）が必要です。
※集合注射を受けなかった場合は、
動物病院等で必ず接種してください
(料金は、集合注射時とは異なる場
合があります）。

　犬の飼い主は、犬の生涯に１回の登録と、毎年１
回の狂犬病予防注射を行うことが法律で義務づけら
れています。
　犬の登録は、飼い始めた日（生後90日以内の犬の
場合は、生後90日を経過した日）から30日以内に手
続きしてください。また、未登録の犬を飼っている
人は、速やかに登録をしてください。
○新規登録　登録すると、鑑札を交付します。
新規登録手数料（１頭）　　　　３，０００円
○転入した場合
　転入前の市町村で交付された鑑札を持参してくだ
さい。転入前の市町村の鑑札と引き換えに本庄市の
鑑札を無償で交付します。
※旧鑑札の提出のない場合、鑑札の交付は有償です。
○転出する場合
　本市で登録時に交付された鑑札を、転出先の市町
村に持参し、鑑札の交付を受けてください。

○狂犬病予防注射済票の交付
　動物病院等で狂犬病予防注射を受けた時は、獣医
師が発行する注射済証明書を持参してください。狂
犬病予防注射済票を交付します。
交付手数料　１頭　５５０円
※犬の鑑札と注射済票は、飼い犬の首輪などに必ず
装着してください。
○鑑札及び狂犬病予防注射済票の再交付（紛失又は
損傷）
再交付手数料　鑑札（１頭）　１，６００円
狂犬病予防注射済票（１頭）　　　３４０円
○犬の死亡・登録事項に変更があった場合
　届出が必要となります。窓口へお越しいただく
か、環境推進課へご連絡ください。
○各種手続きの窓口
　環境推進課☎㉕１１７３
　環境産業課(アスピアこだま内)☎72１３３４

犬の登録と狂犬病予防注射をお願いします

狂犬病予防注射日程
狂犬病予防注射

犬に関する各種手続き

実施日 時　間 会　場
４月５日
㈭

午前10時～11時30分 藤田公民館
午後１時10分～２時30分 若泉第二公園（西側入口）

４月６日
㈮

午前10時～11時30分 日の出公園
午後１時10分～２時30分 本庄西公民館

４月９日
㈪

午前10時～11時30分 北泉公民館
午後１時10分～２時30分 本庄南公民館

４月10日
㈫

午前10時～11時30分 本庄市民体育館
午後１時10分～２時30分 本庄市民文化会館

４月11日
㈬

午前10時～11時30分 旭公民館
午前11時10分～11時20分 上仁手公会堂
午後１時10分～２時30分 仁手公民館

４月12日
㈭

午前10時～11時30分 本庄駅北口広場（交番西側）
午後１時10分～２時30分 本庄保健所

４月13日
㈮

午前10時～11時30分 共和公民館
午後１時10分～２時30分 競進社駐車場（旧児玉公民館北側）

４月16日
㈪

午前10時～10時30分 太駄公会堂
午前11時～11時30分 本泉公会堂
午後１時10分～２時30分 風洞自治会館

４月17日
㈫

午前10時～11時30分 児玉総合支所第二庁舎
午後１時10分～２時30分 児玉文化会館（セルディ）

★環境推進課☎㉕１１７３

みなさんの情報交換の場　行＝行事　募＝募集
で ん ご ん 広 場

日本伝統文化推進団体ＳＩＮＯＢＵＺＵ･
NPO法人本庄子育てネット主催

親子で能楽を体験しよう行
日時　３月21日㈷
　　　午後２時～３時30分
会場　はにぽんプラザ　
定員　30名　費用　無料
※当日直接会場へ。
問合せ　田邊☎080-5466-5735

本庄市文化展実行委員会主催
本庄市文化展出展作品募集募

日時　５月25日㈮～27日㈰
　　　午前９時～午後５時
（27日は午後２時30分まで）
会場　市役所１階市民ホール　
費用　（１点）850円
申込　３月20日㈫までに電話又はハガ
　キで下記へ
問合せ　田邊☎080-5466-5735
　〒367-0039　本庄市四季の里3-3-14

ハートオブアロハフラ実行委員会主催
熊本城復興支援チャリティー

ハワイアン・フラ・フェスティバル行
日時　３月25日㈰
　　　午後０時20分～４時30分
会場　市民文化会館　
定員　500名　費用　無料
※当日直接会場へ。
問合せ　堀口☎72７６０１

本庄市合氣道教室主催
合氣道体験会行

日時　３月毎週土・日曜日
　　　午前10時～正午
会場　武道館　
費用　無料
用意　運動する服装
※当日直接会場へ。
問合せ　塚越☎090-3501-1159

安心安全なまちづくりへ貢献
第₂₉回暴力追放・薬物乱用防止
埼玉県民大会暴力追放功労表彰

環境に配慮した取り組みが評価
彩の国環境大賞奨励賞を受賞

健康リスクを減らそう
川淵三郎塾　
少年期スポーツ指導者講習会
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Hot Space　ほっとひと息、ホットな話題　　

　本庄祇園まつり実行委員会が多
年にわたる暴力追放活動を積極的
に推進し暴力のないまちづくりに
貢献したとして、１月25日に埼玉
会館で開催された第29回暴力追
放・薬物乱用防止埼玉県民大会に
おいて、暴力追放功労表彰を受賞
しました。

　環境保全や環境学習など環境に
関する社会貢献活動に取り組む個
人や団体を表彰する彩の国環境大
賞で、児玉清掃株式会社が奨励賞
を受賞しました。児玉清掃株式会
社は塵

じ ん か い

芥収集車、バキューム車全
車両を天然ガス車に転換したほか、
浄化槽水リサイクル車を全国で初
めて運行。また、学校での環境授
業等の活動が評価されました。

　２月15日、「新事実！座りすぎると
寿命が縮む!?～座りっぱなしで過ごさ
ないための指導方法～」と題した講習
会が開催されました。講師の岡浩一朗
先生は座り続けることの健康へのリス
クを説明し、「座りっぱなしが健康に
悪いことは知られていない、まずは立
ち上がることから始めてと子どもたち
に伝えて欲しい」と話していました。

　市内在住で大正７年生まれの矢部毓
い く こ

子さん、古澤マツさん、鈴木千代子さん、早野トシさん、小山愛子さん、上田京子さん
がめでたく100歳を迎えられました。大正・昭和・平成と３つの時代を歩んできた皆さんにお祝いの「寿状」が贈られました。

阪上 良一 氏
（東台）

上田 京子 さん
（児玉町八幡山）

小山 愛子 さん
（牧西）

早野 トシ さん
（寿）

鈴木 千代子 さん
（児玉町飯倉）

古澤 マツ さん
（都島）

矢部 毓子 さん
（小和瀬）

元本庄市議会議員
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本庄総合公園・梅の園

２～３月にかけて、本庄総合公
園で梅が見頃を迎えます。暖か
い陽気のなか、さまざまな色を
まとい咲き誇る梅の花を見なが
ら公園を散歩すれば、春の到来
を感じられます。

八幡神社春まつり植木市

神社の境内で行われる「植木市」
は、農作業の始めにあたり、五
穀豊穣を祈願するお祭りです。
植木・苗木・草花・鉢植え・木
工細工・農耕道具などの市が立
ちます。

　　の見どころ
　カレンダー

３月～５月中旬

北堀 433

児玉町児玉 198

２月中旬～

若泉公園の桜

花見の名所として知られ、桜の
シーズンには午後６時から 10
時までライトアップも行われま
す。さまざまな表情の桜を楽し
もうと、多くの人が訪れます。
４月７日㈯には、若泉運動公園
第２グラウンドで第９回若泉公
園桜まつりも開催します。

千代田４丁目ほか ４月上旬

3月15日㈭

城山稲荷神社の桜

およそ 80 本の桜が花を咲かせます。
４月８日㈰の「城山稲荷神社大祭」で
は、地域の安全と繁栄を祈願します。

本庄 3-5 ４月上旬

こだま千本桜

小山川の両側に植えられた約
1,100 本の桜が咲き誇ります。
毎年家族連れを中心に多くの人
が桜を見に訪れます。４月８日
㈰の「こだま千本桜まつり」で
は、芸能の披露やフリーマー
ケットが行われます。

児玉町（小山川） ４月上旬

間瀬湖の桜

ヘラブナ釣りの名所、間瀬湖は、
春には湖を囲む桜が湖面に映し
出され、美しい景色が広がります。

児玉町小平 ４月上旬

備前堀の桜

備前堀桜の会が平成 20 年に苗
木を植え育てた桜が成長し、川
沿いの風景を美しく彩ります。

仁手(備前堀川沿い) ４月上旬

城山公園（雉岡城跡）の桜

城跡が残り、県指定史跡にも指
定されています。夜は提灯が灯
り、夜桜を楽しめます。

児玉町八幡山 446 ４月上旬

日本神社春祭り

全国で唯一「日本」の名が付い
た神社で、祭り当日は小平獅子
舞・万作踊りが奉納されます。

児玉町小平 1578 ４月３日㈫

産泰神社例大祭

産泰神社は「安産の神様」。露店・
植木商が 20軒ほど境内に出店
し、多くの参拝客で賑わいます。

四方田 288-1 ４月４日㈬

御嶽山春祭り

御嶽信仰に基づく神社として古
い歴史を持ち、各地から多くの
人がお参りに訪れます。

児玉町児玉 282-2 ４月８日㈰

岩上神社例大祭（太駄神楽舞）

太駄神楽は明神大社二の宮金鑚
神楽の付属神楽で、大里・児玉
郡地方に残る 13組の1つです。

児玉町太駄 293 ４月15日㈰

骨波田の藤

樹齢約650年といわれる県指定天然記念
物の「骨波田の藤」は、東国花の寺・百ヶ
寺にも選ばれています。

児玉町高柳 901（長泉寺）５月上旬～中旬

日枝神社春祭り

干ばつや病気の蔓延を祓うため
に江戸中期から続く行事。獅子
舞の奉納と村回りが行われます。

児玉町吉田林 925 ４月15日㈰

マリーゴールドの丘の芝桜

平成28年度に植栽した、赤・白・ピン
クの55,000株の芝桜が一面に広がりま
す。

早稲田の杜１丁目 ４月中旬～５月中旬

これからの季節、桜やぼたん、藤など

の花が各地で咲き誇り見頃を迎え、春

祭りなども開催されます。身近な春の

見どころ・お祭りを楽しみませんか。

　　の見どころ　　の見どころ
　カレンダー　カレンダー
春

大正院成田山不動尊大祭

本庄で成田詣ができるよう、成
田山新勝寺の本尊の御分霊を大
正院に安置したのが始まりです。

本庄 2-4-8 ４月28日㈯

花見はもちろん、シーズンには ▼
桜の絵を描いたり、散歩したりと、
さまざまな目的で人が集まる

４月中旬～５月上旬

ぼたん祭り

滝瀬の立岩寺・児玉町上真下の正楽寺では
ぼたんが見頃を迎えます。さまざまな色の
ぼたんが鮮やかに咲き誇る様子は圧巻です。

（
滝
瀬
１
４
２
０
）

▲

立
岩
寺

▼

正
楽
寺

（
児
玉
町
上
真
下
４
５
１
）

岩谷堂まつり

毎年５月５日、東小平の岩谷堂
で、万霊供養祭と千本旗祈願祭
が盛大に開催されます。

児玉町小平(岩谷堂) ５月５日㈷

★本庄市観光協会本庄支部☎㉕１１７４

★本庄市観光協会児玉支部☎72１３３４

普寛霊場春季大祭

御嶽教の開祖・普寛上人入寂の
地である本庄市に信者が集まり、
刃渡りなどの荒行が行われます。

中央 3-4-41 ４月10日㈫
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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉★	 あきらめていませんか？  

 障害年金を！！  
	

病気やケガのために日常生活や仕事に支障

のある方でお心当たりのある方、障害者手

帳をお持ちの方、ぜひ一度ご相談下さい。 
 

 

障害年金の専門家  社会保険労務士（初回相談は無料です） 

連絡先    本庄市西五十子２１６－９   倉田和子                  

ＴＥＬ    ０８０-１２４２－７６９６ 

URL:http://sr-kurata.com/Message.html 

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　 ★秘書広報課☎�１１５５

お
知
ら
せ

あ
た
た
か
い
愛
の
心
で
「
献

血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時　
３
月
18
日
㈰　
午
前
10

　
時
～
11
時
45
分
、
午
後
１
時

　
～
４
時

会
場　
ア
ピ
タ
本
庄
店

対
象　
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の

　
人
（
た
だ
し
、
65
歳
か
ら
69

　
歳
ま
で
の
人
は
、
60
歳
か
ら

　
64
歳
ま
で
の
間
に
献
血
を
し

　
た
こ
と
が
あ
る
人
に
限
る
）

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
献

血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種
類　
全
血
（
４
０
０
㎖
・
２

　
０
０
㎖
）

※
４
０
０
㎖
採
血
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
４
０

０
㎖
献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
�
２
０
０
３

自
衛
官
等
採
用
試
験
・
採
用

セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

◎
幹
部
候
補
生
採
用
試
験

受
付
期
間　
５
月
１
日
㈫
ま
で

受
験
資
格
（
年
齢
は
い
ず
れ
も

　
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在)

【
一
般
・
大
卒
程
度
】

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
20
歳
以

上
26
歳
未
満
の
方
（
22
歳
未
満

は
大
卒
見
込
含
む
）

【
一
般
・
院
卒
程
度
】

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
28
歳
未

満
の
方

【
歯
科
】

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
20
歳
以

上
30
歳
未
満
の
方

【
薬
剤
科
】

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
20
歳
以

上
28
歳
未
満
の
方

試
験
日　
５
月
12
日
㈯
又
は
13

　
日
㈰
の
い
ず
れ
か
の
日

◎
一
般
曹
候
補
生
採
用
試
験

受
付
期
間　
５
月
１
日
㈫
ま
で

受
験
資
格　
日
本
国
籍
を
有
し
、

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

　
（
年
齢
は
平
成
31
年
４
月
１

　
日
現
在
）

試
験
日　
５
月
26
日
㈯

◎
自
衛
官
採
用
セ
ミ
ナ
ー

実
施
日　
３
月
６
日
㈫
、
16
日

　
㈮
～
18
日
㈰

時
間　
午
後
１
時
～
８
時
30
分

　
（
各
日
１
時
間
ご
と
７
回
実

　
施
）

会
場　
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
セ
ン
タ
ー(

コ
ム
ナ
ー
レ
10
階)

参
加
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未

　

満(

18
歳
未
満
は
保
護
者
同

　
伴
な
ら
可)

★
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

　
熊
谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８

　
―
５
２
２
―
４
８
５
５

犠
牲
者
の
ご
冥
福
を
祈
り
、

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う

　
３
月
11
日
㈰
で
東
日
本
大
震

災
発
生
か
ら
７
年
を
迎
え
ま
す
。

犠
牲
と
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々

の
ご
冥
福
を
祈
り
、
黙
と
う
を

お
願
い
し
ま
す
。

★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
４

小
平
市
民
農
園
利
用
者
を
募
集

　
平
成
30
・
31
年
度
の
小
平
市

民
農
園
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

美
味
し
い
野
菜
づ
く
り
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

場
所　
児
玉
町
小
平
地
内

募
集
区
画　
９
区
画（
先
着
順
）

＊
１
区
画
約
50
㎡
で
す
。

対
象　
市
内
在
住
者

利
用
料
（
１
年
間
）

　
１
区
画　
　
２
、
５
０
０
円

申
込　
３
月
12
日
㈪
か
ら
印
鑑

　
を
持
参
の
う
え
直
接
左
記
へ

★
環
境
産
業
課
☎
�
１
３
３
４

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
変
更

許
可
申
請
書
等
の
縦
覧
に
つ

い
て

　
株
式
会
社
タ
カ
ヤ
マ
か
ら
、

児
玉
町
共
栄
地
内
を
設
置
の
場

所
と
す
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施

設
変
更
許
可
申
請
書
等
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
の
で
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
期
間　
３
月
22
日
㈭
～
４

　
月
23
日
㈪　
午
前
９
時
～
午

　
後
４
時
30
分(

土
・
日
を
除
く)

縦
覧
場
所　
北
部
環
境
管
理
事

　
務
所
、
県
環
境
部
産
業
廃
棄

　
物
指
導
課
、環
境
推
進
課（
市 

　

役
所
４
階
）、
環
境
産
業
課

　
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内
）

問
合
せ

★
㈱
タ
カ
ヤ
マ
の
事
業
内
容
、

　
申
請
書
等
の
内
容
及
び
縦
覧

　
の
方
法
等
に
つ
い
て
は
県
環

　
境
部
産
業
廃
棄
物
指
導
課
☎

　
０
４
８-

８
３
０-

３
１
２
１

★
縦
覧
の
方
法
に
つ
い
て
は
環

　
境
推
進
課
☎
�
１
１
７
３

重
度
心
身
障
害
者
に
「
福
祉

タ
ク
シ
ー
利
用
券
」
を
配
付

　
在
宅
で
重
度
の
障
害
が
あ
る

人
の
日
常
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
一

部
（
初
乗
料
金
）
を
助
成
す
る

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
（
平
成

30
年
度
分
）
を
配
付
し
ま
す
。

対
象　
身
体
障
害
者
手
帳
１
・

　
２
級
の
人
、
療
育
手
帳
Ⓐ
・

　
Ａ
の
人

交
付
枚
数　

年
間
最
大
24
枚

　
（
平
成
31
年
３
月
ま
で
有
効
）

※
４
月
末
ま
で
の
申
請
は
24
枚
。

以
後
、
月
が
遅
れ
る
ご
と
に
２

枚
ず
つ
交
付
枚
数
が
減
り
ま
す
。

※
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
自
動

車
等
燃
料
費
助
成
と
の
併
給
は

で
き
ま
せ
ん
。

申
込　
３
月
23
日
㈮
か
ら
、
身 

　
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳

　
及
び
印
鑑
を
持
参
し
左
記
へ

★
障
害
福
祉
課
☎
�
１
１
２
５
・

　
蕭
�
１
９
６
３

★
市
民
福
祉
課
☎
�
１
３
３
３
・

　
蕭
�
１
６
３
０

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９

™
チ
ケ
ッ
ト
の
開
催

都
市
住
民
先
行
抽
選
販
売
開
始

　
埼
玉
県
民
は
、熊
谷
ラ
グ
ビ
ー

場
で
開
催
さ
れ
る
３
試
合
の
先

行
抽
選
に
申
し
込
め
ま
す
。

申
込
期
間　
３
月
19
日
㈪
～
４

　
月
12
日
㈭

抽
選
結
果
発
表　
４
月
26
日
㈭

※
チ
ケ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
の
登
録
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
公
式

チ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ト
（tickets.

rugbyw
orldcup.com

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
埼
玉
県
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

　
カ
ッ
プ
２
０
１
９
大
会
課

　
☎
０
４
８-

８
３
０-

６
８
７
０

弁
護
士
と
司
法
書
士
に
よ
る

｢

敷
金(

賃
貸
住
宅)

ト
ラ
ブ
ル

１
１
０
番｣

無
料
電
話
相
談

日
時　
４
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

相
談
番
号　
０
４
８-

８
３
８

　

-

１
８
８
９
（
当
日
の
み
通

　
話
可
）

★
埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
４
８–

８
６
３–

７
８
６
１

求
人
企
業
合
同
説
明
会

　
予
約
不
要
、
参
加
費
無
料
の

説
明
会
で
す
。
参
加
企
業
一
覧

は
来
場
者
全
員
に
配
布
し
ま
す
。

新
卒
者
に
は
担
当
者
か
ら
の
企

業
説
明
、
既
卒
者
は
面
接
可
能

で
す
（
履
歴
書
を
複
数
枚
持
参

し
て
く
だ
さ
い
）
。

日
時　
４
月
17
日
㈫　
午
後
１

　
時
～
４
時　
受
付　
正
午
～

　
午
後
３
時
30
分

会
場　
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

　
ビ
ル
４
階
市
民
ホ
ー
ル

対
象　
平
成
31
年
３
月
大
学
・

　
短
大
・
専
門
学
校
等
卒
業
予

　
定
者
（
３
年
以
内
の
既
卒
者

　
も
参
加
可
）

※
参
加
企
業
名
は
当
協
議
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
予
定

（
４
月
上
旬
）
で
す
。

★
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会

　
☎
０
４
８–

６
４
７–

４
１
８
５

市長コラム
しんげの一言メッセージ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

すごいぞ！本庄市の農業
　2月4日、台湾の行政院農業委員会副主任（日本の
農林水産省副大臣に相当）の李

り
退
た い し

之氏が、職員と共
に本庄市を訪問され農業の視察をされました。外国
の農政担当の高官に本市農業をPRする良い機会でし
たので、埼玉県本庄農林振興センター、JA埼玉ひび
きの、本庄市農政課で相談し、市内のイチゴ栽培農
園とキュウリ栽培農園、そして台湾の台南市にも進
出している洋蘭栽培農園を視察コースに選定しまし
た。そして当日は市長、県議会議員、農林振興セン
ター所長、JA埼玉ひびきの代表理事組合長、そして
県農業会議会長（市農業委員会会長）が職員と共に
訪問団に同行し、各農園においてそれぞれの経営者
の皆さんから説明を受けました。夜には県農林部長、
市議会有志や経済界関係者も参加してレセプション
が行われ、李副主任はじめ訪問団各位からは大変有
意義な視察でしたと感謝のお言葉をいただきました。
　普段外から見ていると分かりませんが、今回視察
させていただいたそれぞれの農園とも、さまざま

な工夫を重ねて素晴らしい生産を行っていることに
改めて気付かされました。たとえばイチゴでもキュ
ウリでも、二酸化炭素を活用し作物の育成を促進す
ること、農薬を過度に使わずに害虫を駆除するため、
天敵を活用していること、また洋蘭栽培においては
温暖な台湾において苗の生育を促しコストダウンに
努めていること、等々、その他にもさまざまな経営
努力を重ねておられます。
　今後本庄市では関係機関・団体と連携して、農産
物等のブランド化により一層力を入れていく所存
です。首都圏の一大消費地をひかえ、これまで特に
「本庄市」を前面に出さずとも豊かな大地の恵みを
享受し稼いで来ることができた本市の農業ですが、
これだけ素晴らしい農産物とその生産体制があるの
ですから、それを内外にPRしなければ実にもったい
ないと思います。産品の良さが、本庄市に住む我々
の誇りとして名実ともに内外から認定されるよう、
関係各位と共に頑張ってまいりますので、市民の皆
さまのご支援をよろしくお願いいたします。
　　　               　　　　　本庄市長 
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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　 ★秘書広報課☎�１１５５

ホームページはこちら

手
続
き
を
し
な
い
と
、
平
成
30

年
度
も
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
盗
難
や
譲
渡
の
場
合
も
、
廃

車
等
の
届
出
が
な
い
も
の
は
引

き
続
き
課
税
さ
れ
ま
す
。
な
お

盗
難
の
場
合
は
、
警
察
署
へ
届

出
を
し
た
後
、
次
の
所
定
の
場

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５

　
㏄
以
下
）
、
小
型
特
殊
自
動

　
車
（
農
耕
用
・
そ
の
他
）

　
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
標
識

交
付
証
明
書
、
印
鑑
を
持
参
の

う
え
、課
税
課
（
市
役
所
１
階
）

又
は
市
民
福
祉
課
（
ア
ス
ピ
ア

こ
だ
ま
内
）
へ

〇
二
輪
の
軽
自
動
車
（
１
２
５

　
㏄
超
～
２
５
０
㏄
以
下
）
、

　
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
２
５

　
０
㏄
超
）

　
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
車
検

証
（
２
５
０
㏄
超
の
場
合
）、

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
熊
谷
自

動
車
検
査
登
録
事
務
所
（
☎
０

５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
２
７
）

へ〇
軽
自
動
車
（
３
輪
・
４
輪
）

　
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
車
検

証
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
軽

自
動
車
検
査
協
会
埼
玉
事
務
所

熊
谷
支
所
（
☎
０
５
０
―
３
８

１
６
―
３
１
１
２
）
へ

★
課
税
課
☎
�
１
１
２
２

　
市
民
福
祉
課
☎
�
１
３
３
３

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

◯
展
示　
３
月
10
日
㈯　
午
前

　
11
時
～
午
後
５
時
・
３
月
11

　
日
㈰　
午
前
９
時
～
午
後
３

　
時
30
分

内
容　
絵
画
、
写
真
、
書
、
山

　
野
草
、
万
葉
集
、
古
美
術
、

　
ひ
ょ
う
た
ん
、
生
活
展　
他

◯
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会　
３
月
10

　
日
㈯　
午
後
２
時
30
分
～
午

　
後
４
時
30
分

◯
実
演　
３
月
11
日
㈰　
午
前

　
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

内
容　
民
踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

　
舞
踊
、
フ
ラ
メ
ン
コ
、
フ
ォ

　
ー
ク
ダ
ン
ス
他

※
福
引
も
行
い
ま
す
。

★
本
庄
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

　
会
☎
�
７
６
８
８

婚
活
イ
ベ
ン
ト
﹁
婚
活
×
謎

解
き
ゲ
ー
ム
﹂

　
北
部
地
域
地
方
創
生
推
進
協

議
会
（
熊
谷
市
、
本
庄
市
、
深

谷
市
、
美
里
町
、
神
川
町
、
上

里
町
、
寄
居
町
で
発
足
し
た
協

議
会
）
で
は
、
婚
活
謎
解
き
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
謎
解

き
、
ブ
ッ
フ
ェ
を
楽
し
み
な
が

ら
素
敵
な
お
相
手
を
見
つ
け
ま

せ
ん
か
。

日
時　
３
月
18
日
㈰　
午
後
４

　
時
～
８
時
（
予
定
）

会
場　
埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　
深
谷

対
象　
20
～
40
歳
の
北
部
地
域

　
在
住
在
勤
の
独
身
男
性
・
20

　
～
40
歳
の
独
身
女
性

定
員　
男
女
各
30
名（
先
着
順
）

参
加
費　
男
性
３
、
０
０
０
円

　
女
性
１
、
５
０
０
円
（
食
事

　
会
費
含
む
）

申
込　
電
話
又
は

　
下
記
コ
ー
ド
か

　
ら
申
し
込
み

★
エ
ク
シ
オ
ジ
ャ
パ
ン
☎
０
５

　
０
―
５
５
３
１
―
９
４
５
１

セ
ル
デ
ィ
ピ
ア
ノ
試
弾
会

期
間  

３
月
20
日
㈫
～
28
日
㈬

　
（
祝
日
も
含
む
、
３
月
26
日

　
は
休
館
日
の
た
め
除
く
）

時
間  

午
前
９
時
～
午
後
８
時

　
（
演
奏
は
１
人
１
時
間
ま
で
）

会
場　
セ
ル
デ
ィ
ホ
ー
ル

定
員　
50
人
程
度(

先
着
順)

費
用  

無
料

応
募
資
格　
演
奏
の
好
き
な
人

※
中
学
生
ま
で
は
保
護
者
又
は

代
理
の
方
の
付
き
添
い
が
必
要
。

申
込　
３
月
13
日
㈫
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
左
記
へ

★
セ
ル
デ
ィ
☎
�
８
８
５
１

市
の
公
用
封
筒
に
広
告
を
掲

載
し
ま
せ
ん
か

　
市
が
使
用
す
る
公
用
封
筒
に

掲
載
す
る
有
料
広
告
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

◎
長
形
３
号
（
主
に
市
役
所
の

　
各
課
か
ら
市
民
、
関
係
機
関

　
等
へ
の
文
書
送
付
用
）

応
募
締
切　
３
月
30
日
㈮　
午

　
後
５
時
15
分
（
必
着
）

広
告
の
規
格
等

①
掲
載
位
置　
封
筒
裏
面

②
募
集
枠
数　
５
枠

③
枠
の
大
き
さ　
１
枠
あ
た
り

　
お
お
む
ね
縦
30
㎜
×
横
85
㎜

④
刷
色　
単
色
（
黒
）

⑤
印
刷
枚
数　
３
０
、０
０
０
枚

⑥
広
告
料
（
１
枠
あ
た
り
）　

　
３
０
、
０
０
０
円

⑦
掲
載
期
間　
印
刷
後
、
市
が

　
使
用
を
終
え
る
ま
で
の
期
間

　
で
、
お
お
む
ね
５
月
か
ら
４

　
か
月
程
度

申
込　
次
の
書
類
を
郵
送
又
は

　
直
接
企
画
課（
市
役
所
３
階
）

　
へ
提
出

①
有
料
広
告
掲
載
申
込
書
（
企

　
画
課
で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
し
た
も
の
）

②
広
告
の
原
稿（
電
子
デ
ー
タ
）

③
申
込
者
の
業
務
内
容
等
が
わ

　
か
る
書
類(
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等)

④
市
町
村
民
税
の
納
税
証
明
書

　
（
申
込
者
が
市
外
の
場
合
）

郵
送
先

〒
３
６
７
―
８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３

　
本
庄
市
役
所
企
画
課

注
意
事
項

・
内
容
に
よ
り
掲
載
で
き
な
い

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

　
は
「
本
庄
市
有
料
広
告
事
業

　
取
扱
要
綱
」
を
ご
覧
く
だ
さ

　
い
。
企
画
課
又
は
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
広
告
枠
の
掲
載
位
置
は
申
込

　
書
の
先
着
順
と
な
り
、
指
定

　
で
き
ま
せ
ん
。

★
企
画
課
☎
�
１
１
５
７

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
農
耕

用
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
廃
車

手
続
き
は
お
早
め
に

　
乗
ら
な
く
な
っ
た
バ
イ
ク
な

ど
は
、
４
月
１
日
ま
で
に
廃
車

催

し

ご出産・ご結婚おめでとうございます
オリジナルの表紙をデザインした
記念版広報ほんじょうをプレゼント！
　記念日にちなんだ
月の「広報ほんじょ
う」の表紙に、あな
たがお持ちの写真と
お好きなメッセージ
を入れて贈呈します。
(１組につき１部）
■対象　出生届又は婚姻届を提出してから
　１年以内の市内在住者
■申込方法（①②のいずれか）
①記念版広報ご案内兼申込書（秘書広報課
　（市役所３階）で配布又はホームページか
　ら印刷）に必要事項を記入し、写真デー
　タを添えて秘書広報課へ持参
②電子メール本文に、氏名（ふりがな）・住
　所・電話番号・希望する広報（何年の何
　月号かを記載）・届出の種類（出生又は婚
　姻）と届出日・メッセージ（30 字程度。
　希望がなければ定型文が入ります）を入
　力し､写真データを添付してomedetou@
　city.honjo.lg.jpへ送付
※詳細は市ホームページを
ご覧ください。
★秘書広報課☎㉕１１５５

▲注意事項
○登録・解除・アドレス変更手続きは随時行えます。
○登録したアドレスにメールが配信されます。
○利用料は無料ですが、メールの送受信にかかる通信
　費用等は利用者の負担となります。
○迷惑メール防止機能等の設定により、メールを受信
　できない場合があります。事前に、左記のアドレス
　からのメールが受信できるよう、設定変更をしてく
　ださい。（設定を変更する方法は、各プロバイダー
　又は各携帯電話会社にご確認ください）
○登録されたメールアドレスは、当サービス以外には
　使用しません。
○当サービスに関連して利用者が損害を被った場合、
　一切の責任を負いかねますのでご了承ください。
○通信回線やシステム障害により、利用者に通知する
　ことなく配信を停止する場合があります。

　防災行政無線で放送した内容を、一部の放送を
除き、あらかじめ登録した携帯電話やパソコンに
メールでお知らせするサービスを行っています。
●登録方法
①bousai.honjo-city@raiden.ktaiwork.jp
　へ空メールを送信するか、右記コード
　を携帯電話で読み取り、空メールを送
　信します。
②「メールサービス本登録のご案内」というメー
　ルが届くので、メール本文の本登録用のアドレ
　スをクリックし、案内に沿って本登録をしてく
　ださい。登録完了メールが届けば登録完了です。

防災・災害情報を携帯やパソコンで確認！
防災行政無線メールのご案内 ★危機管理課☎㉕１１８４
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◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も

の
は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で

す
。
申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午

前
８
時
30
分
か
ら
で
す
。

※
費
用
の
か
か
る
講
座
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
費

用
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

掲
載
の
全
公
民
館
事
業
が　
　

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

本
庄
公
民
館　
☎
�
７
３
８
３

◆
歌
声
講
座
ハ
ー
ト
フ
ル
音
楽

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　
花
歌

だ
よ
り
～
歌
は
心
を
つ
な
ぐ
～

日
時　
３
月
26
日
㈪　
午
後
１

　
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
松
村　
正　
先
生

内
容　
歌
に
ま
つ
わ
る
話
と
昔

　
懐
か
し
い
童
謡
や
唱
歌
を
参

　
加
者
全
員
で
歌
う
。
北
海
道

　
で
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
様
子

　
を
写
真
で
紹
介
す
る

定
員　
50
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意
　
筆
記
用
具
、
飲
み
物

申
込　
３
月
13
日
㈫
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・

　
日
は
連
絡
不
可
）

◆
ワ
ー
ド
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
冊
子

を
作
ろ
う

日
時　
３
月
24
日
㈯
・
31
日
㈯

　
全
２
回　
午
前
９
時
～
午
後

　
３
時

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は

昼
休
み
。

場
所　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
３
階

　
Ｉ
Ｔ
活
動
室

講
師　
南　
徳
美　
先
生

内
容　
ワ
ー
ド
で
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
の
冊
子
や
思
い
出
の
ア
ル
バ

　
ム
を
作
る

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
、
０
０
０
円

用
意　
パ
ソ
コ
ン
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ

　
モ
リ
ー
、
使
用
し
た
い
写
真

　
又
は
写
真
デ
ー
タ
を
10
枚
程

　
度
、
冊
子
を
作
成
す
る
方
は

　
冊
子
に
載
せ
る
詩
や
俳
句
又

　
は
川
柳
な
ど
、
筆
記
用
具

※
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
な
い

方
は
お
貸
し
し
ま
す
。

申
込　
３
月
14
日
㈬
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・

　
日
は
連
絡
不
可
）

◆
足
つ
ぼ
セ
ル
フ
ケ
ア
講
座

日
時　
４
月
９
日
か
ら
23
日
ま

　
で
の
毎
週
月
曜
日　
全
３
回

公
民
館

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

講
師　
山
口　
る
み　
先
生

内
容　
足
つ
ぼ
の
セ
ル
フ
ケ
ア

　
方
法
を
学
ぶ

定
員　
26
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
バ
ス

　
タ
オ
ル
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、

　
飲
み
物

※
手
足
の
爪
を
必
ず
切
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

申
込　
３
月
19
日
㈪
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
土
・

　
日
は
連
絡
不
可
）

本
庄
東
公
民
館
☎
�
３
４
０
４

◆
椅
子
を
使
っ
て
ゆ
っ
た
り
太

極
拳
体
操
教
室

日
時　
４
月
９
日
か
ら
23
日
ま

　
で
の
毎
週
月
曜
日　
全
３
回

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

講
師　
横
塚　
好
子　
先
生

内
容  
太
極
拳
を
基
本
に
、
ゆ

　
っ
く
り
、
ゆ
っ
た
り
し
た
呼

　
吸
と
動
作
で
年
齢
を
問
わ
ず

　
椅
子
を
使
っ
た
り
体
力
に
応

　
じ
て
全
身
を
バ
ラ
ン
ス
良
く

　
動
か
す

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
室
内

　
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、
汗
拭

　
き
用
タ
オ
ル

申
込　
３
月
９
日
㈮
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
木
・

　
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う
教
室

日
時　
４
月
11
日
か
ら
25
日
ま

　
で
の
毎
週
水
曜
日　
全
３
回

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

講
師　
中
村　
嘉
子　
先
生

内
容　
糸
が
糸
を
紡
ぐ
伝
統
の

　
ア
ー
ト
、
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ

　
う
独
特
の
技
巧
を
凝
ら
し
た

　
多
種
の
ス
テ
ッ
チ
を
学
ぶ

※
見
本
が
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
５
０
０
円
（
教
材

　
費
）

用
意　
刺
し
ゅ
う
針
セ
ッ
ト
、

　
ハ
サ
ミ

申
込　
３
月
９
日
㈮
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
木
・

　
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
教
室

日
時　
４
月
14
日
㈯
・
21
日
㈯

　
全
２
回　
午
後
１
時
30
分
～

　
３
時
30
分

講
師　
原
嶌　
喜
英　
先
生

※
協
力　
本
庄
ボ
ッ
チ
ャ
の
会

内
容　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目

　
で
、
誰
で
も
簡
単
に
楽
し
め

　
る
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
ゲ
ー
ム
を

　
と
お
し
て
交
流

対
象　
小
学
生
以
上
（
直
径
８

　
㎝
程
の
ボ
ー
ル
を
転
が
せ
る

　
人
）

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
室
内

　
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

申
込　
３
月
12
日
㈪
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
木
・

　
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

本
庄
西
公
民
館
☎
�
８
７
８
６

◆
健
康
作
り
教
室

日
時　
３
月
23
日
㈮　
午
前
10

　
時
～
正
午

講
師　
澤
中　
真
弓　
先
生

　
（
青
木
病
院　
作
業
療
法
士
）

内
容　
第
４
弾
「
脳
活
」
。
身

　
体
を
使
っ
て
脳
を
鍛
え
る
健

　
康
講
座
。
看
護
師
に
よ
る
健

　
康
相
談
も
実
施

定
員　
40
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
汗
拭

　
き
用
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込　
３
月
14
日
㈬
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

　
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

本
庄
南
公
民
館
☎
�
８
７
８
５

◆
ケ
ー
キ
作
り
教
室

日
時　
３
月
27
日
㈫　
午
前
10

　
時
～
正
午

講
師　
渡
辺　
美
奈　
先
生

内
容　
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
を
作
る

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
２
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具

申
込　
３
月
12
日
㈪
か
ら
電
話

　
（
１
通
話
１
名

　
受
付
）
で
公
民

　
館
へ
（
木
・
土
・

　
日
は
連
絡
不
可
）

◆
手
作
り
パ
ス
タ
教
室

日
時　
３
月
28
日
㈬　
午
前
10 

　
時
～
午
後
１
時

講
師　
中
村　
実
紀　
先
生

内
容　
ス
タ
ン
プ
パ
ス
タ
と
カ

　
ヴ
ァ
ッ
テ
リ
の
２
種
類
の
パ

　
ス
タ
を
作
る

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
５
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具

申
込　
３
月
14
日
㈬
か
ら
電
話

　
（
１
通
話
１
名
受
付
）
で
公

　
民
館
へ
（
木
・
土
・
日
は
連

　
絡
不
可
）

旭
公
民
館　
　
☎
�
５
９
４
０

◆
ふ
わ
ふ
わ
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
作
り

日
時　
３
月
22
日
㈭　
午
前
９

　
時
30
分
～
午
後
１
時

講
師　
渡
辺　
美
奈　
先
生

内
容　
い
ち
ご
ク
リ
ー
ム
を
中

　
に
入
れ
た
ふ
わ
ふ
わ
の
シ
フ

　
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
つ
く
る

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
２
０
０
円

用
意　
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
持
ち
帰

　
り
用
容
器

申
込　
３
月
12
日
㈪
か
ら
電
話

　
（
１
通
話
１
名
受
付
）
で
公

　
民
館
へ
（
水
・
土
・
日
は
連

　
絡
不
可
）

北
泉
公
民
館　
☎
�
２
４
８
４

◆
寄
せ
植
え
盆
栽
教
室

日
時　
３
月
26
日
㈪　
午
後
１

　
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
高
田　
和
正　
先
生

　
（
日
本
盆
栽
協
会
イ
ン
ス
ト

　
ラ
ク
タ
ー
）

内
容　
カ
リ
ン
又
は
山
も
み
じ

　
の
５
本
立
て
盆
栽
を
作
る

※
申
し
込
み
時
に
使
用
樹
木
の

確
認
を
し
ま
す
。

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
５
０
０
円
（
材
料

　
費
）

用
意　
木
ば
さ
み
、
軍
手
、
筆

　
記
用
具

申
込　
３
月
７
日
㈬
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
金
・

　
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
歌
声
講
座
～
ハ
ー
ト
フ
ル
音

　
楽
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
～

　
グ
リ
ー
ン
バ
ー
バ
の
庭
は
花

　
盛
り
～

日
時　
４
月
18
日
㈬　
午
後
１

　
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
松
村　
正　
先
生

内
容　
講
師
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

　
や
、
心
に
響
く
名
曲
を
歌
唱
。

　
北
海
道
で
進
め
る
庭
造
り
も

　
映
像
で
紹
介

定
員　
50
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
飲
み
物

申
込　
３
月
14
日
㈬
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
金
・

　
土
・
日
は
連
絡
不
可
）

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
）

☎
�
８
８
５
１

◆
月
釜
茶
会

　
お
茶
会
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
毎
月
第
２
日

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
（
た

だ
し
、
１
月
と
８
月
は
休
み
）

日
時　
４
月
８
日
㈰　
午
後
１

　
時
～
４
時

費
用　
５
０
０
円（
茶
・
菓
子
代
）

◆
骨
盤
体
操
教
室
～
ス
ト
レ
ッ

チ
で
体
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
～

日
時　
４
月
４
日
㈬
・
11
日
㈬

　
全
２
回　
午
前
10
時
～
11
時

　
30
分

講
師　
栗
田　
美
紀　
先
生

定
員　
25
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
飲
み

　
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
ス
ポ
ー

　
ツ
タ
オ
ル
（
肩
に
か
け
ら
れ

　
る
長
さ
の
も
の
）

申
込　
３
月
19
日
㈪
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ

児
玉
公
民
館
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ

ま
内
）　　
　
☎
�
４
７
８
９

◆
児
玉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～
塙
保

己
一
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る
～

日
時　
３
月
27
日
㈫　
午
前
９

　
時
～
正
午

集
合
場
所　
児
玉
総
合
支
所
第

　
２
庁
舎
駐
車
場

講
師　
根
岸　
久　
先
生

　
（
市
観
光
協
会
副
会
長
）

内
容　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
塙
保

　
己
一
墓
所
周
辺
の
文
化
財
を

　
め
ぐ
っ
た
後
、
塙
保
己
一
記

　
念
館
を
見
学
す
る

※
約
５
㎞
の
コ
ー
ス
で
す
。
雨

天
の
場
合
、
塙
保
己
一
に
つ
い

て
の
座
学
・
塙
保
己
一
記
念
館

の
見
学
と
な
り
ま
す
。

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
運
動

　
靴
、
飲
み
物
、
雨
具

申
込　
３
月
13
日
㈫
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

　
木
・
日
は
連
絡
不
可
）

共
和
公
民
館　
☎
�
０
３
３
７

◆
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
教
室

日
時　
４
月
11
日
㈬
・
25
日
㈬

　
全
２
回　
午
後
２
時
～
３
時

　
30
分

講
師　
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ｏ　
先
生

　
（
全
米
ヨ
ガ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

　
２
０
０
Ｒ
Ｔ
Ｙ
）

内
容　
ゆ
っ
た
り
し
た
呼
吸
で

　
健
康
を
意
識
し
た
ヨ
ガ
教
室

定
員　
12
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
又
は
大
判

　
タ
オ
ル
、
運
動
す
る
服
装
、

　
飲
み
物

申
込　
３
月
17
日
㈯
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

　
木
・
日
は
連
絡
不
可
）

◆
女
性
学
級
生
募
集
～
新
し
い

仲
間
と
学
び
の
時
間
～

日
時　
４
月
17
日
㈫

開
講
式　
午
後
１
時
30
分
～

歌
声
講
座　
午
後
１
時
45
分
～

※
歌
声
講
座
で
は
懐
か
し
の
曲

や
思
い
出
の
曲
を
合
唱
し
ま
す
。

内
容　
一
般
教
養
講
座
（
月
に

　
１
回
程
度
の
開
催
）

費
用　
無
料
（
学
習
内
容
に
よ

　
り
実
費
負
担
あ
り
）

申
込　
共
和
公
民
館
に
あ
る
申

　
込
書
に
記
入
の
う
え
３
月
17

　
日
㈯
ま
で
に
直
接
公
民
館
へ

　
（
月
・
木
・
日
は
連
絡
不
可
）
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★今月の児童図書
ひょうたんめん
 神沢 利子 文　赤羽 末吉 絵
よくわかる人工知能
 松尾 豊 監修
ばいかる丸
 柳原 良平 著
お母さんの生まれた国
 茂木 ちあき 作

★今月の児童図書
図書館の怪談 斉藤 洋 作
だるまちゃんとかまどんちゃん
 加古 里子 さく／え
にゃんにゃん せな けいこ さく
こども武士道　　 齋藤 孝 監修
敗戦後の日本を慈悲と勇気で支えた
人 野口 芳宜 著
しりとりボクシング  新井 けいこ 作

新 着 図 書 案 内 イ ベ ン ト

児 玉 分 館

本　　館

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
　　　　　木・金曜日のみ午後８時閉館（本館のみ）
休 館 日／５日㈪、12日㈪、19日㈪、26日㈪
蔵書点検による臨時休館日　本館：１日㈭～５日㈪　児玉分館：５日㈪～３月12日㈪

ざんねんな脳

父
おやこ
子ゆえ

髪がつなぐ物語

大根はエライ

ディーン・バーネット 著　青土社

梶 よう子 著 角川春樹事務所

別司 芳子 著 文研出版

久住 昌之 文・絵 福音館書店

　神経科学の第一人者
にしてコメディアンで
ある著者が、ユーモア
を交えながら語る、驚
きの脳科学。

神田明神下でひとり暮ら
す安次郎は、女房のお初
に先立たれて５年。子の
信太をお初の実家に預け、
一流の職人としてさまざ
まな浮世絵を摺

なら
ってきた。

ある日、義兄が駆け込ん
できて…。

薬味として主菜の味
を引き立てたり、人
気 も 実 力 も あ る の
に、どこか奥ゆかし
い大根。まるでいつ
も脇役に徹している
役者さんみたい…。

のばした髪を寄付す
る「ヘアドネーショ
ン」。
病気や治療で髪に悩
む子どもたちのため
に、人と人が、髪に
よってつながってい
く物語です。

★今月の一般図書
児玉を巡る　鎌倉街道の再発見
 石川 勉・石坂 健 著 
三つの栓 ロナルド・A・ノックス 著
子どもと楽しむ日本びっくり
雑学５００ 西東社編集部 編
ツノハズ・ホーム賃貸二課に
おまかせを 内山 純 著
スギゾ・アイランド　 治水 尋 著

★今月の一般図書
電子工作パーフェクトガイド
 伊藤 尚未 著
大人スタイルのキルト
 小関 鈴子 著
文字に美はありや。  伊集院 静 著
文楽のすゝめ 竹本 織太夫 監修
それ自体が奇跡 小野寺 史宜 著

図 書 館 だ よ り

 絵本と
 わらべうたのおはなし会
対象　保育園・幼稚園入園前の
　　　お子さんと保護者
内容　絵本の読み聞かせやわら
　　　べうたなど
◇本館
日時　３月８日㈭　
　　　４月５日㈭
　　　午前11時～11時30分
◇児玉分館
日時　３月14日㈬
　　　午前11時～11時30分

たのしいおはなし会
◇本館
日時　３月10日㈯
　　　午前11時～11時30分
　　　３月24日㈯
　　　午後２時～２時30分
内容　「家族・友だち」をテー
　　　マとした絵本や紙芝居な
　　　ど
協力　よみきかせサークル「本
　　　庄ほんの会」のみなさん
◇児玉分館
日時　３月17日㈯　
　　　午前11時～11時30分
内容　「友達」をテーマとした
　　　絵本やおはなしなど
協力　こだまお話しの会・語り
　　　の会「ことより」のみな
　　　さん

本館☎㉔３７４６／児玉分館☎73１７８３

子育て支援のお知ら
せ

保育所・幼稚園等実費徴収費用の一部を補助します
　教材費など、保育所、幼稚園等が実費で徴収した費用の一部を補助金として交付します。
○申請期間　３月12日㈪～27日㈫
　　　　（土・日・祝日を除く）
○受付場所　子育て支援課（市役所２階）
○対象　次の⑴～⑶を全て満たす人
　⑴認可保育所、幼稚園、認定こども園、地域型保
　　育事業を行う事業所にお子さんが通っている市
　　内在住者
　⑵生活保護世帯の人又は住民税非課税世帯のうち
　　次の①②のいずれかに該当する世帯
　①母子家庭及び父子家庭で現に児童を扶養してい
　　る人
　②次のいずれかに該当する人のいる世帯
　・身体障害者手帳の交付を受けた人
　・療育手帳の交付を受けた人

　・精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた人
　・特別児童扶養手当の支給対象児又は障害基礎年
　　金等の受給者
　⑶日用品・文房具等の購入に要する費用、行事へ
　　の参加費用等の実費負担がある人
○補助金額　月額２，５００円を上限とし、月ごと
　　に施設へ実費で支払った金額（平成29年度の支
　　払いに限る）
○提出書類
　①申請書及び請求書（子育て支援課で配付、又は
　　市のホームページからダウンロードできます）
　②月ごとの実費負担額がわかる書類（集金袋等）
　　の写し
★子育て支援課☎㉕１１３０

子育て世代向けの食育講演会
大人も子どもも必聴！
野菜の魅力たっぷりセミナー

ひとり親家庭児童就学支度金支
給制度のご案内

　私達の心身の健康に深く関わる食、特に野菜の魅
力たっぷりの講演会です。野菜嫌いな人も、野菜の
素晴らしさに気づくチャンスです！
　ぜひ、ご自身やお子さんの健康づくりにご活用く
ださい。
○日時　３月29日㈭　午前10時～11時45分
　　　　受付　午前９時30分～
○会場　早稲田リサーチパーク・コミュニケーショ
　　ンセンター４階　レクチャールーム
※駐車場に限りがありますので、車でお越しの場合
は乗り合わせてお越しください。
○講師　小熊　恵子　氏（日本野菜ソムリエ協会認
　定　野菜ソムリエプロ）
○対象　市内在住の幼児期のお子さんをもつ保護者等
○定員　１００名（先着順）
※託児を実施します。希望の方は申込み時に予約し
てください。定員がありますのでご希望に添えない
場合があります。
○費用　無料
○用意　筆記用具
○申込　３月８日㈭から電話又は直接下記へ
★本庄市保健センター☎㉔２００３

　県では、低所得のひとり親家庭の児童が中学校へ
入学するとき、就学支度金を支給しています。
　昨年12月１日から本年３月30日までに、離婚や県
外からの転入等により新たに対象となった人は、受
付期限までに申請してください。
　受付期限を過ぎると、資格があっても支給されま
せんのでご注意ください。
※以前から資格のあった人の受付は、既に終了して
います。
○受付期限　３月30日㈮
○対象　母子家庭の母、父子家庭の父又は父母のな
　　い児童を養育している人で、平成30年４月に中
　　学校へ就学する児童を扶養している、市町村民
　　税非課税世帯の人（生活保護受給世帯を除く）
○支給額　１０，０００円
○申請方法　振込先金融機関の通帳を持参のうえ下
　　記へ
★子育て支援課（市役所２階）
　☎㉕１１３０
　市民福祉課（アスピアこだま内）
　☎72１３３３　　　　　　　　　

はにぽんチャレンジ対象事業

３月の本庄高校図書館の
地域開放はありません。
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ママ
  サロン

育児相談
  ・学級

児童センターは小学生までの子どもたちが自由に集い、遊べる子どものための場所です。また、小さいお
子さんを連れたお母さんたちの交流の場としても自由にご利用ください。
利用時間：月曜日～土曜日 (休日・年末年始を除く )午前９時～午後５時 

前原児童センター☎㉑９８２０、日の出児童センター☎㉑０４２０、児玉児童センター☎71６８０５

子育て支援のお知ら
せ

児童
センター

つどいの広場　乳幼児の親子が交流
ホームページで詳しくチェック！！

０歳～就学前の子と保護者の皆さんが自由に集まり交流できる広場です｡(事前申込不要)
子育てに関する相談もお気軽にお問い合わせください。

日時　月・水・金曜日（祝祭日、年末年始除く）　
　　　午前９時～午後２時（午前10時～11時の間は下記の講座を開催）
親子でふれあうあそびの講座（午前10時～11時）
つどいの広場の中で乳幼児の親子で楽しめる参加自由（内容により制限あり）の講座を開催しています。下記以外にもたく

さんの講座があります。詳しくは各児童センター等で配布するおたより又は市ホームページをご覧ください。
はにぽんチャレンジ対象事業

はにぽんチャレンジ対象事業

【親子体操　講師：立石 明子 先生】
開催日　前原：３月７日㈬　日の出：３月14日㈬
　　　　児玉：３月19日㈪
跳び箱やマット、フラフープなどを使って元気に体を
動かしましょう。まだ、歩行ができない低年齢のお子
さんも股関節を動かしたり、身体をさすったりと違う
メニューで楽しく過ごせます。

【絵本とわらべうた　講師：鹿島 由美子 先生】
開催日　前原：３月28日㈬　日の出：３月７日㈬
　　　　児玉：３月14日㈬
童歌を歌ったり、絵本の読み聞かせについての講話を
行います。読み聞かせの時に気をつけることや、絵本
の選び方等について分かりやすく話していただきます。

【おはながみであそぼう】
開催日　前原：３月14日㈬　日の出：３月23日㈮
　　　　児玉：３月12日㈪
丸めたお花紙をプラスチックカップに入れて、かわい
い「てんとう虫」を作ります。おなかにペットボトル
のふたをつけてコマみたいに回して遊びましょう。

今月のオススメ講座！！

児童センターのイベント
児玉児童センター　☎71６８０５

「手打ちうどん教室」を開催
美味しいうどんを自分で打ってみんなで食べ
ましょう。打ったうどんは持ち帰れます。

日時　３月30日㈮　午前10時～午後１時
講師　食生活改善推進委員のみなさん
対象　小学生
定員　10名(先着順)
費用　１００円（当日集金）
用意　エプロン、バンダナ、マスク、ハンド
　タオル、水筒、持帰り用容器、空きペット
　ボトル（500ml）
※食物アレルギーの方はご遠慮ください。
申込　３月10日㈯　午前９時
　から電話又は直接児玉児童
　センターへ

ママサロンでは、親子で楽しめる歌や手遊び、絵
本の読み聞かせなどをしています。育児相談も受
けています。初めて参加するママも大歓迎です。

●会場　子育て支援センター（いずみ保育所内）
　　　　☎㉒４８９１

日　程 時　間

3 月 6・13・20 日の火曜日 午前10時30分～
11時30分

※本庄子育てネットのご協力により開催しています。

●会場　本庄市保健センター☎㉔２００３
相談・学級 内　　容 日　　時 申　　込

すくすく相談 身長・体重の計測
育児・栄養相談 ３月14日㈬・４月27日㈮

午前９時30分～11時（15分ごとに実施）
※３月14日㈬は、アスピアこだまで実施

定員あり。各実施月の１日から本
庄市保健センターへ。
※母乳相談は初回相談者優先。
※電話相談は随時受付中。母乳相談 母乳に関する相談

おや親タマゴ
｢はじめて生活
withベビー」

妊娠中の生活・栄
養・赤ちゃんのお
風呂の入れ方・妊
婦体験など

４月14日㈯
午前９時30分～正午

随時受付。
※参加人数や当日の流れにより終
了時刻が前後する場合があります。

HAPPY BIRTHDAY　　３月生まれのみんな

コアラ
クラス

ラッコ
クラス

●会場　本庄市保健センター☎㉔２００３
内　　容 日　　時 対　　象 申　　込

赤ちゃんのこころ ４月５日㈭
午前10時～11時30分

生後２～４か月のお子さんとそ
の保護者

随時受付。
３日前までに本庄市保健セ
ンターへ。

ママといっしょに！
親子ふれあい体操

４月11日㈬
午前10時～11時30分

平成 29 年９月～ 10 月生まれの
お子さんとその保護者

３月 16 日㈮から本庄市保健
センターへ。

すくすく成長！
赤ちゃんの発達

４月12日㈭
午前10時～11時30分

楽しくおいしく！
うきうき離乳食♪

４月20日㈮
午前９時30分～正午

春のママサロン
親子で楽しく遊びませんか。赤ちゃん
から小学生まで、ご家族一緒にぜひご
参加ください。
なお、当日は中学生・高校生が保育ボ
ランティアとして活動します。
日時　３月 18日㈰　
　　　午後１時～３時
会場　市役所６階大会議室
★ＮＰＯ法人本庄子育てネット
　　　田邊☎ 080-5466-5735

４月に誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写ったお子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、保護者の氏名、
連絡先を記入のうえ、右記のあて先へ郵送又は直接持参してください。※応募多数の場合抽選（未掲載のお子さんが優先）。応募写真は返却できません。 あ て 先 〒₃₆₇-₈₅₀₁　本庄市本庄3-5-3　本庄市役所秘書広報課広報広聴係☎�1155　※締め切りは3月15日㈭必着です｡

今
いまい
井　陽

ようすけ
介ちゃん

１歳　日の出
田
たぐ ち
口 惺

せ れ な
麗奈ちゃん

６歳　若泉
今
いま い
井　彩

さ え
瑛ちゃん

６歳　小島
内
うち だ
田　明

あかり
莉ちゃん

１歳　今井
髙
たかくわ
桑 依

い の り
乃莉ちゃん

４歳　けや木
坂
さかもと
本　将

しょうご
悟ちゃん

１歳　西富田
工
くど う
藤 衣

い お り
桜梨ちゃん

１歳　小島
杉
すぎ
　光
ひかり
ちゃん

１歳　沼和田
黒
くろ だ
田　莉

り こ
子ちゃん

３歳　下野堂
長
ながはま
濱　奈

な な
々ちゃん

１歳　小島
井
いが た
形 寿

す ず な
々那ちゃん

２歳　早稲田の杜
福
ふく だ
田　律

りつき
希ちゃん

１歳　五十子
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みんなの健康ガイド
健やかで安心して暮らせるまちへ

　2018年３月11日で東日本大震災から７年が経過します。
誰もが、いつ避難生活を余儀なくされるかわかりません。
そこで、今回は、災害時のお口のケアについてお話しし
ます。
　災害時の避難生活においては、普段お口のケアをしっ
かりしている人でも、「１日や２日、歯をみがかなくて
も大丈夫」とおろそかにしてしまいがちです。しかし、
お口の中の衛生状態が悪くなると、身体全体の健康に影
響を及ぼす可能性があります。万が一、災害に見舞われ
てしまった時には、お口を清潔に保って全身の健康を
守ってください。

肺炎を防ぐために歯みがきを
　お口が清潔ではないと細菌が増殖して、肺炎になりや
すくなり、全身の病気の悪化につながります。高齢者の
方は、特に注意が必要です。
歯ブラシがないときは
　食後に少量の水やお茶で、うがいをして、ハンカチや
ティッシュで歯の汚れをとるだけでも効果があります。
入れ歯をきれいにして肺炎を予防
　お口を清潔に保つためには、入れ歯のお手入れが大切
です。食後に入れ歯をきれいにし、夜寝るときは入れ歯
をはずしましょう。

水が少ないときの歯みがきの仕方
　約30mlの水を用意します。そして、水で歯ブラシをぬ
らして、歯みがきをします。この時ブラシについた汚れ
をティッシュで拭き取りながら歯ブラシをしてください。
水を少しずつお口に含み、２～３回に分けてすすいでく
ださい。
　また、液体ハミガキや洗口液があれば、水のかわりに
使うことができます（水ですすぐ必要はありません）。
うがい薬もお口を清潔に保つためには効果的です。いざ
という時に慌てないように平常時に試して慣れておくよ
うにしましょう。

「はにぽんお口の健康体操」のお知らせ
　本庄市児玉郡歯科医師会では、市民の皆さんに広く活
用していただくために「はにぽんお口の健康体操」とい
う口腔トレーニング体操を考案しました。お口の機能の
維持は、飲み込み機能や正しい呼吸法に効果があり、肺
炎予防など全身の健康につながります。簡単な体操です
のでぜひ日常の健康維持にお役立てください。
　「はにぽんお口の健康体操」は筋力アップ教室でも導
入されています。お問い合わせは下記へ。
★介護保険課☎�１７２２

休日・夜間の急病のときは…

★ 119 番は緊急時（火災やけが人など）の受付専
門電話番号です。夜間など、時間外に診療可能な病
院については、児玉郡市広域消防本部指令課（☎�
１１１９）でご案内していますのでご利用ください。
ただし、診療科目によっては県外や児玉郡市以外の病
院をご案内する場合もあります。

医療メモ 本庄市児玉郡歯科医師会　災害時のお口のケアについて

本庄市保健センター☎㉔２００３
北堀 1422-1

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所
　（本庄市保健センター内☎�３３２２）
※診療以外に関するお問い合わせ・電話相談はご遠慮ください。
右記の電話相談をご利用ください。
○平日夜間診療
診 療 日　平日の木曜日　診療時間　午後８時～ 10 時
診療科目　内科系疾患
○休日診療
診 療 日　日曜日・休日・年末年始（12/30 ～１/ ３）
診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、
　　　　　午後７時～ 10 時
診療科目　内科系疾患
※健康保険証をご持参ください。
●在宅当番医療機関

３月４日㈰ 寺坂医院 西富田 ☎�３３４３
３月11日㈰ 中沢皮膚科 東台２丁目 ☎�１１１２
３月18日㈰ 中村外科医院 日の出３丁目 ☎�６２１１
３月21日㈷ 西澤整形外科 上里町七本木 ☎�０６００
３月25日㈰ 根岸医院 児玉町児玉 ☎�００７１
４月１日㈰ 服部クリニック 東台４丁目 ☎�４６７１

※診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もあります
ので、確認してからお出かけください。

●困ったときは電話相談を！（相談料無料）
○ほんじょう健康相談ダイヤル24（24時間相談可）
☎０１２０―１２２－８８５（通話料無料）
相談員　看護師・保健師・医師など
対　象　市内在住者
内　容　健康・医療・出産・育児・介護などに関する相
　　　　談、医療機関情報

○｢＃７１１９｣埼玉県救急電話相談（大人・小児共通）
（ダイヤル回線、IP電話、PHSからは☎048-824-4199）
相談時間　24時間365日
※この電話相談は医療行為ではなく、電話でのアドバイ
スにより、相談者の判断の参考としていただくものです。

▼従来同様、下記の電話番号からも利用できます
大人の救急電話相談　＃７０００
小児救急電話相談　　＃８０００又は☎048-833-7911

　
全
国
の
自
殺
者
数
は
、
平
成
28

年
に
２
１
、
８
９
７
人
（
警
察
庁

自
殺
統
計
よ
り
）
と
交
通
事
故
死

の
約
６
倍
と
高
い
水
準
で
推
移
し

て
い
ま
す
。
本
庄
市
に
お
い
て
も
、

毎
年
十
数
名
の
人
が
自
殺
に
よ
り

亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
自
殺
で
亡
く
な
る
人
を
減
ら
す

た
め
に
は
、
ま
ず
一
人
ひ
と
り
が

自
殺
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
自
殺
を
身
近
な
問
題
と
し
て

と
ら
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
自
殺
は
、
個
人
の
自
由
な
意
思

や
選
択
の
結
果
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
実
際
に
は
経
済
・
生
活
問

題
、
健
康
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
が
原
因
で
、
そ
の
多
く
が
心

理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
も
の

で
す
。
自
殺
は
、
社
会
の
適
切
な

介
入
な
ど
に
よ
り
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
自
殺
を
考
え
て
い
る
人

は
、
心
の
中
で
は
「
生
き
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
と
の
間
で
激
し
く

揺
れ
動
い
て
お
り
、
不
眠
、
原
因

不
明
の
体
調
不
良
な
ど
自
殺
の
危

険
を
示
す
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
ま

す
。
家
族
や
職
場
の
同
僚
と
い
っ

た
身
近
な
人
は
、
自
殺
の
サ
イ
ン

に
気
づ
い
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

こ
の
よ
う
な
周
囲
の
気
づ
き
を
自

殺
予
防
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

気をつける必要のあるサイン
１うつ病の症状に気をつけよう
　(気分が沈む、自分を責める、仕事の能率
　が落ちる、決断できない、不眠が続く)
２原因不明の身体の不調が長引く
３酒量が増す
４仕事の負担が急に増える、大きな失敗をす
　る、職を失う
５職場や家庭でサポートが得られない
６本人にとって価値あるもの（職、地位、家
　族、財産）を失う
７重症の身体の病気にかかる
８自殺を口にする
９自殺未遂におよぶ

あなたのこころの健康診断
１つでも当てはまれば心が疲れているかもし
れません。
□理由もなく悲しい、憂うつな気分
□何事にも興味がわかず、楽しくない
□疲れやすい、元気がでない
□気力がわかない、何もする気がしない
□自分が役に立つ人間だと思えない
□今まで楽しめたことが、楽しめない
□寝付けない、または眠れない
□食欲がない

ご自身や大切な人のこころのチェック
厚生労働省推進の働く人のメンタルヘルス・
ポータルサイト｢こころの耳｣では、｢相談｣、　
｢知る・調べる｣、｢学ぶ・実践する｣の項目を
それぞれの立場からご利用できます。

　　　　　　　　　　　　▲こころの耳

１.「気づく」周りの人の悩みに気づき、耳を傾ける
●家族や仲間の変化に敏感になり、心の悩みを抱えている人が発する周
　りへのサインになるべく早く気づきましょう。
●「手を差し伸べ、話を聞くこと」は絶望感を減らすための重要なステッ
　プです。時間をかけて、できる限り傾聴しましょう。
●話題をそらしたり、訴えや気持ちを否定したり、表面的な励ましをし
　たりすることは逆効果です。相手の気持ちを尊重し、共感しましょう。
２.「つなぐ」早めに専門家に相談するよう促す
●心の病気の兆候があれば、本人の置かれている状況や気持ちを理解し
　てくれる家族、友人、上司といったキーパーソンの協力を求めましょう。
●治療の第一歩は、相談機関、医療機関の専門家への相談から始まります。
　キーパーソンと連携して、専門家への相談につなげましょう。
３.「見守る」温かく寄り添いながら、じっくりと見守る
●身体や心の健康状態について自然な雰囲気で声をかけて、あせらずに
　優しく寄り添いながら見守りましょう。
●自然に対応するとともに、家庭や職場は身体や心の負担が減るように
　配慮しましょう。

　市では心や体の悩み等のご相談を健康推進課（本庄市保
健センター）で随時受けています。
　また、次の専門機関も相談を受けています。
○埼玉いのちの電話
☎０４８―６４５―４３４３　24時間３６５日
○さいたまチャイルドライン（対象は18歳まで）
☎０１２０―９９―７７７７　午後４時～９時
（年末年始を除く）

○埼玉県メンタルヘルスセンター
（埼玉県立精神保健福祉センター）
埼玉県こころの電話　☎０４８―７２３―１４４７
受付時間　月～金曜日　午前９時～午後５時
（休日・年末年始を除く）
来所相談（要電話予約）☎０４８―７２３―６８１１
予約受付　月～金曜日　午前９時～午後５時
（休日・年末年始を除く）

大切な命をまもるための３つのポイント

悩まずにまずはご相談を

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
～
自
殺
予
防
～

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
�
２
０
０
３

　　　　　　　　　　　　▲
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時刻表
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市民相談（３月～４月）　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※市役所の受付は、午前８時₃₀分～午後５時₁₅分です。
相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ
行 政 ３月₁₅日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室 
   　　☎�１１１３
市民課☎�１１１２
　　　☎�１１１０

法 律

３月７日㈬・₁₄日㈬・₂₂日㈭・₂₈日㈬　午後１時～４時
◎４月の相談日

弁護士に
よる相談

４月４日㈬・₁₁日㈬　午後１時～４時　
定員＝各６人

司法書士に
よる相談

４月₁₈日㈬・₂₅日㈬　午後１時～４時
定員＝各６人

不 動 産 ３月９日㈮・４月₁₃日㈮　午後１時～４時
相談員＝不動産無料相談員（宅地建物取引士）

年金・労働 ４月₁₂日㈭　午後１時～４時　
相談員＝社会保険労務士

税 務 ３月₁₃日㈫・４月₁₀日㈫　午後１時～４時　
相談員＝税理士　

消 費 生 活

毎週月・水・木・金曜日（休日を除く）
午前９時₃₀分～正午、午後１時～３時₃₀分
※３月₁₄日㈬はお休みです。

市役所４階 商工観光課 商工観光課 ☎�１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）午前９時₃₀分～正午、
午後１時～３時₃₀分　

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
 ☎�１２３２

人 権
３月₁₃日㈫・４月₁₀日㈫　午後１時～４時 アスピアこだま１階 

相談室１ 市民活動推進課
　　　　　　 ☎�１１１８３月₂₇日㈫・４月₂₄日㈫　午後１時～４時 市役所１階　市民相談室

女 性 相 談
︵DV相談も含む︶

毎週月～金曜日（休日を除く）　
午前８時₃₀分～午後５時₁₅分

市役所３階
市民活動推進課

市民活動推進課
☎�１１４４　☎�１１１８

家 庭 児 童 毎週月～金曜日（休日を除く︶　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課☎�１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等）

毎週月～金曜日（休日を除く︶　午前９時₃₀分～午後３時
※３月₂₇日㈫～４月６日㈮はお休みです。

ふれあい教室
（旧勤労会館２階）

教育支援センター
☎�４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）
※３月₂₈日㈬・４月４日㈬はお休みです。
電話相談：午後１時₃₀分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員
☎�７３３７

心 配 ご と

毎週月曜日（休日を除く） 
午後１時～４時（受付は３時₃₀分まで）
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５

毎週月曜日（休日を除く） ４月２日㈪・₁₆日㈪
※なお、４月より第１・第３月曜日に変更となります。
午後１時～４時（受付は３時₃₀分まで）

アスピアこだま１階
　　　　　　　会議室

本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

結　　 婚 ３月７日㈬・₁₈日㈰・４月４日㈬・₁₅日㈰
午後１時～４時（受付は３時₃₀分まで︶ ※相談時間中

のご連絡は、
☎�８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５介護の悩み ３月９日㈮・₂₃日㈮・４月₁₃日㈮

午後１時～４時（受付は３時₃₀分まで︶

成 年 後 見 ３月₁₃日㈫・₂₇日㈫・４月₁₀日㈫
午後１時～４時（受付は３時₃₀分まで︶

・各種相談は予約制
・４月の相談予約は、３月₂₀日㈫から受付開始       
   （先着順。受付開始日は電話予約のみ）
・同じ相談に同時に複数の申し込みはできません
　各種相談日
●法律相談 ●行政相談             毎月第３木曜日
・弁 護 士　毎月第１・２水曜日 ●不動産相談         毎月第２金曜日
・司法書士　 〃  第３・４水曜日 ●年金・労働相談 偶数月第２木曜日
 （労働法律相談のある月は第４水曜日のみ） ●税務相談　          毎月第２火曜日
●労働法律相談（弁護士）５・８・11・２月の第３水曜日
※祝休日のときは変更となります。

EC　ガイド
★企画課☎㉕１１５７

リサイクルにご協力を！ 使い切ってから捨てる
使い捨てライターやスプレー缶は

回 収 場 所 日　　程 時　　間 問合せ先
アスピア
こだま

３月４日㈰
４月１日㈰ 午前９時～₁₁時 ハートtoハート

(佐久間さんち）
☎�９３００ 市役所 ３月₁₈日㈰ 午前９時～₁₁時、

午後１時～３時

本庄南公民館 ３月₁₀日㈯ 午前９時～₁₁時 佐久間さんち
☎�９３００

就労継続支援
Ｂ型事業所

｢佐久間さんち｣
︵本庄高校北側）

３月₁₆日㈮ 随時受付 ポノポノ
☎�２１９５

 集団資源回収予定表　＜回収品目は古紙類・缶類です＞

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

老人福祉センターつきみ荘の休館日　☎㉒３６９６
５日㈪･12日㈪･19日㈪･26日㈪･４月２日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日　　　☎㉒８１２６
５日㈪･12日㈪･19日㈪･26日㈪･４月２日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
25日㈰～29日㈬・４月17日㈫～20日㈮

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

－今月の納税納付〔納期限：４月２日㈪〕－
・市県民税　　 随時　・国民健康保険税　　　 随時
・介護保険料　 随時　・後期高齢者医療保険料 随時

－市税夜間休日収納窓口のお知らせ－
日時　３月５日㈪、４月５日㈭　午後５時15分～７時
場所　市役所１階　収納課☎�１１２０
　　　アスピアこだま市民福祉課税務係☎�１３３３
日時　３月25日㈰　午前８時30分～午後５時15分
場所　市役所１階　収納課☎�１１２０

はにぽんシャトル停留所 運賃について

中学生以上
　　２００円/回
小学生
　　１００円/回
※回数券の割引
　料金あり
※回数券は車内・
　エコーピアで
　販売
※乗車時に現金
　又は回数券で
　支払い
※乗車時に降車
　停留所を伝え
　てください

中身が残ったままの使い捨てライターや
スプレー缶は、ごみ収集車の火災事故の
原因となり、収集従事者だけでなく近隣
住宅や通行人に被害がおよぶこともあり
大変危険です。
・ライターはガスを抜き「可燃ごみ」
・スプレー缶はガスを抜き穴を開け、
　「資源ごみ」
に出してください。
　ガスを抜く時は、必ず火の気のない風
通しのよい屋外で行いましょう。

★環境推進課☎�１１７２
★環境産業課☎72１３３４

はにぽんシャトル運行中 本庄駅南口～本庄早稲田駅北口間にある８つの停留所を運行。
年中無休の定期運行で、予約は不要です。

※本庄市は1月末時点　人口１千人当たりの人身交通事故発生件数0.47件で県内ワースト３位。

① 道路脇からの子どもの飛び出しに注意！
② 子どもを見かけたら、反対側にも子どもがいないか確認！
③ 駐停車車両のかげや、公園からの飛び出しに注意！
④ 右・左折時は側方からの横断に注意！

「
交
通
安
全
ニ
ュ
ー
ス
」

★
危
機
管
理
課
☎
㉕
１
１
８
４

ドライバーのみなさん！
新入学児童・春休み中の子どもたちを、交通事故から守るため
運転中は、つぎのことに注意！
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

マチを
好きになる
アプリ

2018 N
o

.146

広報アンケート　　読んで答えてプレゼントＧＥＴ！

物理部

予想と違えば、切り口をかえる。
根気がいる作業だけれど、だんだん
真実に近づいていく。そこがおもしろい。

　雑草の生育を抑制するといわれているヒガンバナ
の作用の真偽、オカダンゴムシの歩行特性原因を
究明、ゼブラフィッシュの一定の集団行動の意味
等々、発表された研究が校内にずらりと並ぶ。その
多くに「全国高等学校総合文化祭自然科学部門生物
分野埼玉県代表」「埼玉県科学展中央展優秀賞」な
ど、輝かしい受賞名が戴冠している。
　研究主題を決めた理由は「釣りが好きだから」、
「生物の特性を知り将来の専攻に生かしたいから」
とさまざま。３年生の稲村莉英さんは「生きものに
は生態が未知のものがまだまだ多い。結果を導くに
は、とにかくたくさんの情報が必要。何百個体も
データを取ります」と、解明には身近な生物に興味
と愛情を注ぎ「生物の持つ“不思議”を根気強く探
る作業が要る」という。部員15名が気の遠くなる作
業に奮闘した結果の受賞がある。

　３年生の田村将基さんは昨年の７月にシンガ
ポール国立大学で開催された「グローバル・リ
ンク・シンガポール」で『渦電流からネオジム
磁石球が受ける制動効果』について発表。「仮
説を立てて実験をしていくなかで、失敗だった
と思った結果が、実は正解だったということが
ある。積み重ねていくことではじめて見えてく
ることがある」と、物理と実験のおもしろさを
話してくれた。現在物理部は11名。音の減衰・
紙コップの形状と受信される振動数との関係を
調べ、埼玉県科学展北部地区展で優秀賞を受賞
するなど活躍がめざましい。

埼玉県立本庄高等学校
さらなる輝きを

shine bright

　回答いただいた人に抽選でプレゼントを差し上げる広報アン
ケートを行っています。あなたの声を広報にいかしませんか。

■応募方法
 　アンケートの答え・住所・氏名・年齢・電話番号を記入のうえ、
３月₂₈日㈬までにはがき又は電子メールで下記へ　※各月１世帯１通まで。

★広報アンケートへプレゼントを提供していただける商店・
　企業等を募集
プレゼントと一緒にお店の情報や、商品などを広報紙に掲載します。
掲載料金は無料です。
詳しくは、市ホームページ又は秘書広報課☎㉕１１５５へ

■アンケート
①３月号で１番良かったページは？
②どんな記事を読みたい(充実してほしい)？
③広報紙の改善してほしい点は？

■応 募 先
 　〒367-8501　本庄市役所秘書広報課「広報アンケート」係
　　 kouhou@city.honjo.lg.jp
　※件名に「広報アンケート」と明記。
※当選者の発表は、プレゼント引換券の発送をもって代えさせてい
ただきます。

左から清水優輝さん、宮澤聖希さん、稲村莉英さん、山﨑実優さん

左から小野紗愛さん、松田琉菜さん、田村将基さん

▶ 店舗情報
不二ドライブイン
本庄市１３１４
(国道17号沿い) 
☎㉔２４２４
営業時間
ランチ　11:30～13:30
ディナー（予約中心）
　　　　17:00～21:00
木曜定休

地元に支えられ55年目を迎え
た日本一続くドライブイン。
年間を通し同じメニューがな
い日替りランチや、トマト
ラーメンが人気です。季節や
ご予算に合わせた会食のご予
約受付中です。

日替りランチセット　ペア24組分
不二ドライブイン 

生物部


